
甘いさくらんぼ、たくさん食べました♪
（６月１９日　市内観光農園）
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豊かな自然 歴史と文化に彩られた 果樹園交流のまち 甲州市
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「
あ
の
ま
ち
に
、
行
っ
て
み
た
い
」

一
瞬
の
ひ
ら
め
き
は

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
か
ら
溢
れ
る

色
と
り
ど
り
の
情
報
た
ち
に
よ
っ
て

と
き
め
き
と
な
り
、

高
鳴
る
心
の
赴
く
ま
ま
、
そ
の
ま
ち
へ
―
。

美
し
い
大
自
然
、
悠
久
の
歴
史
、
文
化
を
乗
せ
た
風
が
吹
き

産
地
の
薫
り
か
ら
醸
し
出
さ
れ
る
フ
ル
ー
ツ
と
ワ
イ
ン

そ
し
て
、
人
の
優
し
さ
に
触
れ
た
と
き
、

心
に
温
か
い
感
情
が
流
れ
込
む
こ
と
に
気
づ
き
ま
す
。

「
こ
の
ま
ち
に
、
ま
た
来
た
い
―
。」

１
０
０
人
が
１
度
訪
れ
る
ま
ち
で
な
く
、

ひ
と
り
の
人
が
１
０
０
回
訪
れ
た
く
な
る
ま
ち
で
あ
り
た
い
―
。

私
た
ち
の
ま
ち
に
は
、
日
本
中
の
、
世
界
中
の
人
々
を

惹
き
つ
け
る
多
彩
な
観
光
資
源
が
あ
り
ま
す
。

夏
の
観
光
シ
ー
ズ
ン
が
始
ま
っ
た
７
月
。

全
て
の
市
民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に

最
高
の
笑
顔
と
ウ
ェ
ル
カ
ム
感
を
も
っ
て
、

訪
れ
た
皆
さ
ん
を
お
迎
え
す
る
た
め

今
月
の
広
報
で
は
、

市
民
の
声
、
甲
州
市
フ
ァ
ン
の
声
を
紹
介
し
な
が
ら

世
界
に
誇
る
観
光
立
市
「
甲
州
市
」
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
お
伝
え
し
ま
す
。

広報こうしゅう3
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topic1
観光の現状

た
地
域
社
会
の
実
現
を
促
進
す
る
役
割
を
担
っ

て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
本
市
の
観
光
振
興
を
取
り
巻
く
現
状

に
つ
い
て
第
２
次
甲
州
市
観
光
振
興
計
画
に
基

づ
き
お
伝
え
し
ま
す
。

（単位：人）

地域 平成２１年 平成２２年 平成２３年 平成２４年 平成２５年 平成２６年 平成２７年 平成２８年
大和 216,120 197,537 174,332 187,882 209,439 223,648 243,023 234,317
勝沼 1,932,863 1,961,066 2,197,991 2,190,447 2,160,952 2,314,951 2,411,256 2,393,645
塩山 911,508 935,981 885,898 870,136 857,908 903,287 953,359 898,441
計 3,060,491 3,094,584 3,258,221 3,248,465 3,228,299 3,441,886 3,607,638 3,526,403
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甲州市における
観光客入込状況

　本市を訪れる観光客数
は平成２１年以降、増加
傾向にあります。３００
〜３６０万人前後で推移
し、その内、勝沼エリア
が約６７％、塩山エリア
が２７％を占めています。

（観光交流課データ参照）

　
現
在
、
観
光
ニ
ー
ズ
は
「
大
型
・
団
体
」
か

ら
「
個
人・グ
ル
ー
プ
」
へ
、「
画
一
」
か
ら
「
多

様
化
」
へ
と
観
光
に
対
し
て
多
様
な
価
値
が
求

め
ら
れ
る
時
代
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
国
で
は
ビ
ジ
ッ
ト
ジ
ャ
パ
ン
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
（
Ｖ
Ｊ
Ｃ
）
を
展
開
し
官
民
挙
げ
て
訪

日
外
国
人
旅
行
者
数
を
増
や
そ
う
と
活
動
し
て

い
ま
す
。

　
旅
行
者
を
受
け
入
れ
る
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に

お
い
て
も
観
光
に
対
す
る
概
念
が
大
き
く
変
化

し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
観
光
振
興
は
地
域
経
済
の

活
性
化
に
寄
与
す
る
と
と
も
に
創
意
工
夫
を
生

か
し
た
主
体
的
な
取
り
組
み
に
よ
り
固
有
の
文

化
、
歴
史
、
産
業
に
焦
点
を
あ
て
地
域
の
魅
力

を
創
出
し
誇
り
と
愛
着
を
も
て
る
活
力
に
満
ち

■塩山
■勝沼
■大和

約 50 万人 up !

特集 界がときめく甲州世

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
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What was the purpose of your trip to koshu city?
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アンケート＆ヒアリング

甲州市の観光
01 旅行目的は？

02 情報の入手先は？

03 良かったところは？

イメージ図：円の大きさが回答
率の高さを示します

　
東
京
都
内
、
山
梨
県
内
の
５
箇
所
に
お
い

て
、「
甲
州
市
を
訪
れ
た
目
的
」
や
「
甲
州
市

に
関
す
る
情
報
の
入
手
先
」「
甲
州
市
に
つ
い

て
良
い
と
感
じ
た
こ
と
」
な
ど
を
対
面
式
聞

き
取
り
ア
ン
ケ
ー
ト
で
調
査
し
た
結
果
に
つ

い
て
要
約
抜
粋
し
ご
紹
介
し
ま
す
。（
ア
ン
ケ
ー

ト
期
間　
平
成
26
年
７
月
～
10
月
／
調
査
地
点　
日
本
橋
・

中
野
新
橋
・
曳
船
・
ぶ
ど
う
の
丘
・
勝
沼
朝
市
会
場
）

食
事
グルメ

み
や
げ
品

料
理
飲
食
施
設

地

域
の
人
々
の
対
応

自
然
／
景
観

化
文史歴

ワ
イン

口コミ

新聞

養保

旅
行

会社

テレ
ビ

山登

自
然
／景観

温
泉

ク

ッブドイガ

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

フ
ル

ー
ツ
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甲州市観光協会 会長

保坂　一久さん
《
世
界
に
誇
る
観
光
資
源
》

　

大
菩
薩
に
代
表
さ
れ
る
山
々
、
さ
く
ら
ん
ぼ
や

桃
、
ぶ
ど
う
な
ど
の
様
々
な
フ
ル
ー
ツ
や
高
品
質

な
ワ
イ
ン
、
そ
し
て
、
歴
史
深
き
神
社
仏
閣
な
ど
、

多
彩
な
資
源
が
甲
州
市
に
は
あ
り
ま
す
。

　

日
本
の
ど
こ
に
も
劣
ら
な
い
、
世
界
に
誇
る
こ

と
が
で
き
る
こ
と
に
、
甲
州
市
に
暮
ら
す
私
た
ち

が
、
改
め
て
気
づ
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

《
お
も
て
な
し
の
心
》

　
「
魅
力
的
な
資
源
が
あ
れ
ば
、
人
を
呼
べ
る
か
」

と
い
う
と
そ
れ
ば
か
り
で
は
な
い
と
感
じ
ま
す
。

人
を
呼
ぶ
こ
と
が
で
き
る
の
は
や
は
り「
人
」で
す
。

観
光
に
携
わ
る
人
た
ち
だ
け
で
な
く
、
ま
ち
全
体

が
「
よ
う
こ
そ
、
私
た
ち
が
暮
ら
す
、
私
た
ち
の

大
好
き
な
ま
ち
に
来
て
く
れ
ま
し
た
。
楽
し
ん
で

い
っ
て
く
だ
さ
い
ね
。」
と
い
う
雰
囲
気
が
醸
さ
れ

る
と
素
敵
だ
と
感
じ
ま
す
。
来
訪
者
に
気
軽
に
声

を
か
け
て
あ
げ
た
り
す
る
こ
と
が
、
お
客
さ
ん
に

は
特
別
な
体
験
と
な
り
記
憶
に
残
り
、「
ま
た
、
来

て
み
た
い
」
と
い
う
想
い
に
繋
が
る
と
思
い
ま
す
。

《
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
》

　

ま
ず
、
自
分
の
住
む
ま
ち
に
目
を
向
け
て
欲
し

い
。
興
味
を
持
つ
こ
と
で
、
こ
の
ま
ち
が
ど
ん
な

に
魅
力
的
か
気
づ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
自
分
の

好
き
な
ま
ち
に
お
客
さ
ん
が
来
る
こ
と
は
、
非
常

に
う
れ
し
い
こ
と
で
す
。

ま
ず
、
こ
こ
に
暮
ら
す

私
た
ち
が
、
感
動
す
る

こ
と
が
大
切
で
す
。 topic2

観光を語る
観
光
ニ
ー
ズ
が
多
様
化
す
る
観
光
情
勢
に
ど
う

対
応
す
る
か
、
ま
た
、
甲
州
市
の
観
光
資
源
を

最
大
限
発
揮
す
る
た
め
に
私
た
ち
が
で
き
る
こ

と
等
に
つ
い
て
、
甲
州
市
観
光
協
会
会
長
の
保

坂
一
久
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

甲
州
市
の
観
光
Ｐ
Ｒ
を
す
る
た
め
、
市
が
委
嘱
す

る
甲
州
市
フ
ル
ー
ツ
娘
に
甲
州
市
の
好
き
な
と
こ

ろ
や
甲
州
市
の
Ｐ
Ｒ
活
動
へ
の
想
い
な
ど
を
伺
い

ま
し
た
。（
６
月
６
日　
中
野
・
都
庁　
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
）

学生時代から縁の深い甲州市。
おいしい甲州ワインや果物、自
然の素晴らしさを広くＰＲした
いという想いで活動していま
す。素敵な魅力がたくさん詰
まっていることを地元の皆さん
に改めて目を向けていただい
て、一緒に盛り上げていきたい
です！

甲州市のフルーツはとにかくお
いしい！自然、果物、歴史など、
誇るべき資源がたくさんあり、
この魅力を一人でも多くの方に
伝えたいという気持ちでＰＲし
ています。訪れる皆さんに、心
から「ようこそ」という気持ち
で接することができれば、必ず
また来てくれると思います！

In
te
rv
ie
w

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

《
甲
州
市
の
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
》

♪
フ
ル
ー
ツ
娘
に
聞
き
ま
し
た
♪

山﨑 彩さん窪田 梨乃さん

特集

界
が
と
き
め
く
甲
州

世

平成 29 年 7 月 6
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主な観光キャンペーン活動の足跡

海外への
アプローチ

勝沼ぶどう郷駅を降りて、美し
いぶどう畑が一望できる景観が
大好きです。魅力的なワイナ
リーも多く、神社仏閣など歴史
も楽しめる甲州市の魅力を自分
の言葉で伝えたいと想い、活動
しています。観光に縁遠い人と
も一緒に楽しみながら甲州市を
元気にしたいです！

四季折々のおいしいフルーツや
甲州ワインが大好きです。観光
キャンペーンでは、様々な方に
甲州市の魅力を、直接お伝え出
来るところがやりがいだと感じ
ています。自然も豊かで素敵な
甲州市の魅力を全国、また海外
の多くの皆さんに発信したいと
思います！

東京からほど近く、緑豊かな自
然がある甲州市は、訪れる人を
和やかな気持ちにさせる力があ
ると思います。また、甲州市に
住む皆さんはとても心が温か
く、まちに広がるアットホーム
な雰囲気が好きです。これから
も、様々なところで、甲州市の
ＰＲをしたいです！

楠 樹里奈さん 小澤 麻衣さん大木 美和さん 

甲
州
市
の
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
訪
れ
て
く
れ
た
お
客
さ
ん

に
甲
州
市
の
イ
メ
ー
ジ
や
好
き
な
と
こ
ろ
を
伺
い
ま
し
た
。

（
６
月
６
日　
中
野
・
都
庁　
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
）

さくらんぼ狩りに甲州市を訪れ
た際に、新鮮さと甘みに感激し
たので、今回のキャンペーンに
も来ました。果物狩りやワイン
が楽しめて、小正月など伝統芸
能にも触れることができる甲州
市は年間を通じて楽しめる大好
きなまちです。

今年度、海外での観光キャン
ペーンとして台湾、韓国での
ＰＲを予定しています。

昔、ぶどう狩りなどをするため、
甲州市をはじめ山梨県によく訪
れていました。おいしい桃やさ
くらんぼは家内や職場で評判が
よく、プレゼントしても喜ばれ
ます。こういった果物が身近に
ある暮らしはとても豊かだなぁ
と感じます。

食の安全性が心配な昨今、国産
で高品質な果物を手に入れるこ
とが難しくなってきたように感
じます。今日は甲州市産の美味
しそうなさくらんぼを購入しま
したが、今度はぜひ、果物のた
わわに実る産地へ足を運んでみ
たいと思います。

《
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
声
》

♪
お
客
さ
ん
に
聞
き
ま
し
た
♪

高橋 紀子さん（東京都）岩室 博喜さん（東京都）
畑山 拓登さん（東京都）

絵梨さん

キャンペーン名称 内容 実施場所 実施開始時期

桃の花キャンペーン 桃の花を配り、春の甲州市を宣伝するキャンペーン
JR 八王子駅

中野ブローウェイ
川崎市日本民家園

合併前～

さくらんぼ観光キャンペーン さくらんぼの日（６月６日）を中心に、さくらんぼを配
布（300 人分）し、観光宣伝・観光ＰＲ 中野ブローウェイ 平成 23 年度～

桃の観光キャンペーン 完熟桃を配布（200 人分）し、観光宣伝・観光ＰＲの実施 中野ブローウェイ 平成 23 年度～
なかの里・まち連携事業による

観光キャンペーン
なかの賑わいフェスタや中野マルシェなどの中野区主催
のイベントでの観光 PR。また連携自治体での観光 PR 首都圏等 平成 23 年度～

都庁全国観光 PR キャンペーン 東京都庁の全国観光 PR コーナーで、観光物産展を展開 東京都庁 平成 27 年度～
日本民家園枯露柿キャンペーン ころ柿のＰＲ、文化的景観をＰＲ 川崎市日本民家園 平成 26 年度～
春の山梨　桃源郷とワインリ

ゾート桃色キャンペーン
4 市（甲州、甲府、笛吹、山梨）が連携し名産品・特産
品ＰＲ ディアモール大阪 平成 28 年度～

キャンペーン名称 内容 実施場所

台湾セールスコール 台湾のリピーター旅行者に高いニーズのあるワインやサ
イクリングなどを紹介し、誘客拡大を図る。 台北、高雄

韓国セールスコール リピーターが多く、日本への関心も高い。甲州市のワイ
ンなどを紹介し、誘客を図る。 韓国 

広報こうしゅう7



01
02
03

質的向上と満足度の向上

プレゼンス向上

topic3
観光に託す夢

地域ブランドの育成
❶
観
光
拠
点
の
整
備
強
化　
　
　
　
　
　
　
　

　
観
光
ニ
ー
ズ
の
変
化
な
ど
を
見
据
え
、
観
光

拠
点
・
施
設
の
整
備
充
実
を
図
り
、
連
携
を

強
化
し
ま
す
。
整
備
に
あ
た
り
、
行
政
と
民

間
が
連
携
し
な
が
ら
役
割
分
担
を
行
い
、
効

果
的
に
推
進
し
ま
す
。

❷
市
全
域
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築　
　
　
　

　
市
内
２
次
交
通
網
を
整
備
し
、
周
遊
観
光

ル
ー
ト
を
構
築
し
ま
す
。
ま
た
、
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
ル
ー
ト
の
新
設
・
見
直
し
を
行
い
、
沿

道
の
美
化
運
動
や
景
観
整
備
を
行
い
ま
す
。

滞
在
型
観
光
へ
の
転
換
を
目
指
し
、
市
内
観

光
圏
の
形
成
を
推
進
し
ま
す
。

❸
協
働
に
よ
る
受
け
入
れ
体
制
の
整
備　
　
　

　
ふ
る
さ
と
教
育
の
充
実
、
各
種
市
民
講
座
の

開
催
、
検
定
制
度
の
導
入
な
ど
を
通
じ
、
地

域
の
歴
史
文
化
、
産
業
に
対
す
る
関
心
を
高

め
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
地
域
全
体
で
笑
顔

と
お
も
て
な
し
の
心
を
醸
成
し
ま
す
。

❹
文
化
・
芸
術
の
見
え
る
交
流
の
ま
ち
づ
く
り　
　
　

　
歴
史
文
化
、
伝
統
的
農
村
文
化
、
各
種
伝
統
な
ど
は
本

市
の
大
き
な
特
徴
で
あ
り
重
要
な
観
光
資
源
で
す
。
地

域
文
化
を
掘
り
起
こ
し
、
再
発
見
し
、
愛
着
を
持
て
る

観
光
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
、
来
訪
者
と
と
も
に
楽
し

め
る
「
交
流
・
体
験
型
観
光
」
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

❺
広
域
化
・
国
際
化
に
対
応
し
た
観
光
地
づ
く
り
の
推
進

　
２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が

開
催
さ
れ
外
国
人
旅
行
者
の
増
加
が
予
測
さ
れ
ま
す
。

本
市
の
魅
力
、
特
徴
を
積
極
的
に
海
外
に
向
け
て
発
信

す
る
と
同
時
に
国
際
化
に
対
応
し
た
観
光
地
づ
く
り
に

取
り
組
み
ま
す
。

❻
新
た
な
る
観
光
資
源
の
創
出　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
自
然
、
歴
史
・
文
化
、
産
業
と
多
岐
に
わ
た
る
観
光
資

源
を
利
用
し
て
、
新
し
い
体
験
型
・
参
加
型
観
光
メ

ニ
ュ
ー
の
開
発
等
に
よ
り
、
年
間
を
通
し
た
本
市
の
魅

力
を
訴
求
し
ま
す
。
常
に
新
し
い
発
想
を
導
入
す
る
こ

と
に
よ
り
、
本
市
の
魅
力
ア
ッ
プ
を
図
り
ま
す
。

❼
効
果
的
な
Ｐ
Ｒ
活
動
の
強
化　
　
　
　

　
情
報
の
入
手
に
つ
い
て
は
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
環
境
の
発
達
に
伴
い
、
必
要
な

時
に
情
報
を
得
る
ス
タ
イ
ル
に
な
っ
て

い
ま
す
。観
光
振
興
を
推
進
す
る
上
で
、

Ｐ
Ｒ
活
動
、
情
報
発
信
は
非
常
に
重
要

な
施
策
に
な
り
ま
す
。
情
報
の
中
身
は

も
と
よ
り
、
発
信
に
つ
い
て
も
効
果
的

な
活
動
を
展
開
し
ま
す
。

❽
リ
ー
ダ
ー
の
創
出　
　
　
　
　
　
　
　

　
観
光
振
興
は
地
域
が
一
体
と
な
り
主
体

的
に
取
り
組
む
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
立
場
の
違
う
方
々
が

連
携
・
協
働
し
て
積
極
的
に
当
計
画
を

推
進
で
き
る
よ
う
に
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
構
築
、
人
材
育
成
、
専
門
的
知
識

の
共
有
な
ど
、
人
材
に
焦
点
を
あ
て
た

施
策
を
構
築
し
ま
す
。
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　観光立市たる誇りを持ち、今後訪れる新たな局面
に先手を打つべく取り組む観光施策の柱をご紹介し
ます。３つの基本目標と施策、これに基づく８つの
具体的施策を柱として、各種観光施策を展開してい
ます。



「
笑
顔
で
挨
拶
を
す
る
」

「
困
っ
て
た
ら
、
気
軽
に
声
を
か
け
る
」

　

些
細
な
こ
と
で
す
が
、
と
て
も
大
切
な
こ
と
で
す
。

　

私
た
ち
が
、
知
ら
な
い
ま
ち
に
想
い
馳
せ
、
旅
行
を
し
て

い
る
と
き
に
、
そ
の
ま
ち
の
人
に
親
切
に
さ
れ
た
ら
、
そ
れ
は
、

と
て
も
嬉
し
く
、
忘
れ
る
こ
と
の
な
い
楽
し
い
思
い
出
と
な

り
ま
す
。

　

素
敵
な
観
光
資
源
に
囲
ま
れ
た
ま
ち
で
暮
ら
す
私
た
ち
が
、

心
か
ら
、「
訪
れ
て
く
れ
て
、
あ
り
が
と
う
」
と
い
う
お
も
て

な
し
の
心
で
来
訪
者
に
接
す
る
こ
と
が
出
来
れ
ば
、
こ
こ
で

し
か
味
わ
え
な
い
感
動
と
人
の
温
も
り
と
い
う
何
も
の
に
も

か
え
が
た
い
想
い
出
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
で
き
ま
す
。

　

甲
州
市
の
自
然
、
文
化
、
歴
史
、
産
業
・
・
・
そ
し
て
、

人
に
惹
か
れ
、
国
内
外
か
ら
多
く
の
皆
さ
ん
が
何
度
も
訪
れ

る
ま
ち
を
目
指
す
甲
州
市
。

　

観
光
と
い
う
２
文
字
に
夢
を
託
し
、
観
光
客
の
皆
さ
ん
を

温
か
く
迎
え
ら
れ
る
心
を
持
ち
、
手
を
と
り
あ
う
こ
と
が
で

き
れ
ば
、
必
ず
、
世
界
が
と
き
め
く
甲
州
市
の
明
る
い
未
来

が
待
っ
て
い
ま
す
。

“ありがとうを届けたい”

9
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界
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く
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甲州市観光振興計画の詳細は左の QR コードからご覧ください。



市
長
の
施
政
方
針

甲
州
市
議
会
６
月
定
例
会

市
長　

市
政
報
告

甲
州
市
議
会
６
月
定
例
会

平
成
29
年
甲
州
市
議
会
６
月
定
例
会
は
６
月
９
日
に
開
会
さ
れ
、
本
会
議
初

日
、
田
辺
市
長
が
主
要
事
業
の
進
捗
状
況
な
ど
市
政
の
概
要
を
述
べ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
要
約
・
抜
粋
）

甲
州
市
の
未
来
予
想
図

第
２
次
甲
州
市
総
合
計
画　
策
定
へ

　
本
年
度
を
も
っ
て
10
年
の
計
画
期
間
が
終
了

す
る
「
第
１
次
総
合
計
画
」
に
つ
い
て
、「
甲
州

市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
お

よ
び
「
甲
州
市
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」
な
ど
、
各
種

既
存
計
画
と
の
整
合
性
を
図
り
な
が
ら
、
平
成

30
年
度
か
ら
平
成
39
年
度
を
計
画
期
間
と
し
た

「
第
２
次
甲
州
市
総
合
計
画
」
を
、
昨
年
度
か
ら

２
年
を
か
け
て
、
策
定
へ
向
け
準
備
を
進
め
て

い
ま
す
。

ふ
る
さ
と
へ
の
思
い
が
結
実

「
甲
州
市
ふ
る
さ
と
納
税
」

　
昨
年
度
も
全
国
の
皆
さ
ま
か
ら
多
く
の
ご
寄

附
を
い
た
だ
き
、
件
数
で
３
万
７
千
８
百
件
、

金
額
で
６
億
４
千
６
百
万
円
で
あ
り
ま
し
た
。

本
年
度
も
、
他
自
治
体
と
の
競
合
も
あ
り
ま
す

が
「
ふ
る
さ
と
納
税
の
取
り
組
み
」
の
更
な
る

充
実
と
拡
大
を
図
り
、
地
元
特
産
品
の
Ｐ
Ｒ
や

販
売
促
進
・
観
光
誘
致
に
つ
な
げ
、
地
域
の
活

性
化
を
目
指
し
ま
す
。

ふるさと納税の更なる充実と拡大を図る特設ホームページ
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宮光園

国
境
を
越
え
る
絆

深
ま
る
国
際
交
流
の
心

　

６
月
初
旬
、
エ
イ
ム
ズ
市
の
訪
問
団
20
名
が

本
市
を
訪
れ
、
市
内
各
施
設
で
の
視
察
や
体
験
、

井
尻
小
学
校
で
の
交
流
な
ど
を
行
い
、
ホ
ス
ト

フ
ァ
ミ
リ
ー
を
は
じ
め
、
多
く
の
市
民
と
の
出

会
い
を
通
じ
、
交
流
を
深
め
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
９
月
に
は
中
学
生
が
ボ
ー
ヌ
市
を
訪
れ
、

異
な
る
文
化
・
習
慣
を
体
験
し
、
交
流
を
深
め

ま
す
。
ま
た
国
内
交
流
に
つ
い
て
も
、
５
月
に

友
好
都
市
で
あ
る
大
和
市
の
「
大
和
市
民
祭
り
」

に
参
加
し
ま
し
た
。

日本遺産認定に向けて　
市では茨城県牛久市と連携し、ワイン関連施
設を主軸とした「明治時代のワイン産業」を
テーマに、日本遺産認定に向けた取り組みを
進めます。
牛久市には国指定重要文化財 「シャトーカミ
ヤ 旧醸造場施設」が所在し、甲州市には「宮
光園」をはじめ、ぶどうやワインに関連する
豊富な歴史遺産があります。
今後、両市で日本遺産の申請に向けたストー
リーの案を作っていくとともに、市民の代表
者等による「推進協議会」を立ち上げ、県内
初の認定に向けて推進します。
◆「日本遺産」とは？
地域の歴史的魅力や特色を通じて我が国の文化・伝統を
語るストーリーを「日本遺産」として文化庁が認定する
ものです。ストーリーを語る上で不可欠な、魅力ある有形・
無形のさまざまな文化財群を、地域が主体となって、総
合的に整備・活用する取り組みを支援しています。

と
も
に
輝
け
る
社
会
へ

男
女
共
同
参
画
推
進

　
「
第
２
次
甲
州
フ
ル
ー
テ
ィ
ー
夢
プ
ラ
ン
」
を

策
定
し
、
６
月
の
広
報
と
と
も
に
「
ダ
イ
ジ
ェ

ス
ト
版
」
を
全
戸
に
配
布
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
更
な
る
推
進
の
た
め
、
各
種
取
組

み
を
行
い
ま
す
。

健
康
長
寿
を
目
指
し
て

健
康
づ
く
り
事
業
／
介
護
保
険
事
業

健
康
づ
く
り
と
食
育
を
さ
ら
に
推
進
す
る
た
め
、

第
１
次
健
康
増
進
計
画
お
よ
び
第
２
次
食
育
推

進
計
画
を
１
本
化
さ
せ
「
総
合
的
な
健
康
づ
く

り
の
計
画
」
を
策
定
し
、
平
成
31
年
度
か
ら
新

た
な
計
画
の
も
と
事
業
を
進
め
ま
す
。

　
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
健
康
で
い
き

い
き
と
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
平
成
30
年
度
か
ら
平
成
32
年
度
ま
で
の
高

齢
者
福
祉
計
画
・
第
７
期
介
護
保
険
事
業
計
画

を
策
定
し
ま
す
。

第２次甲州フルーティ夢プラン

左から、広瀬智徳（国際交流委員長）、古川老大師（恵林寺住職）、田辺市長、
ソーアー夫妻（エイムズ市訪問団代表）

広報こうしゅう11

シャトーカミヤ旧事務所（茨城県牛久市）

pick u
p!



初夏、気持ちよさそうに枝を伸ばすぶどうの枝葉

笑
顔
を
育
む

子
育
て
支
援
事
業

　
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
施
行
令
の
一
部

改
正
に
伴
い
、
市
で
は
、
低
所
得
者
世
帯
・

多
子
世
帯
等
の
経
済
的
負
担
の
軽
減
を
図
る

た
め
、
保
育
料
等
を
軽
減
す
る
条
例
改
正
案

を
今
議
会
に
提
出
し
ま
し
た
。
今
後
も
安
心

し
て
子
育
て
が
で
き
る
甲
州
市
を
目
指
し
、

切
れ
目
の
な
い
支
援
を
行
い
ま
す
。

基
幹
産
業
を
強
く
す
る

産
業
振
興
事
業

　
「
盆
地
に
適
応
し
た
山
梨
の
複
合
的
果
樹

農
業
シ
ス
テ
ム
」
が
、
日
本
農
業
遺
産
に
初

認
定
さ
れ
、
山
本
農
林
水
産
大
臣
か
ら
認
定

証
を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
、
農
業
遺
産

を
活
用
し
た
農
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化
、
観
光

の
推
進
等
、
産
業
振
興
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　
ま
た
、
世
界
農
業
遺
産
に
つ
い
て
も
、
峡

東
地
域　

世
界
農
業
遺
産
推
進
協
議
会
で

は
、
再
び
認
定
を
目
指
し
調
査
研
究
を
進
め

ま
す
。

　

甘
草
を
活
用
し
た
商
品
開
発
に
つ
い

て
、
甘
草
屋
敷
内
の
売
店
で
甘
草
ブ
レ
ン
ド

テ
ィ
ー
お
よ
び
入
浴
剤
の
試
験
販
売
と
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。
評
価
が
高

く
、
需
要
が
見
込
め
る
お
土
産
品
と
し
て
、

販
売
で
き
る
よ
う
検
討
を
進
め
ま
す
。

日本農業遺産ＰＲパンフレット

産前・産後ママのほっとスペースで和やかに育児を語り合う利用者の皆さん

平成 29 年 7 月 12



市
長
の
施
政
方
針

甲
州
市
議
会
６
月
定
例
会

全
国
に
誇
る

甲
州
市
の
観
光
施
策

　
Ｊ
Ｒ
東
日
本「
ト
ラ
ン
ス
イ
ー
ト
四
季
島
」

の
運
行
が
始
ま
り
、
日
本
中
か
ら
注
目
を
集

め
て
い
ま
す
。
更
な
る
お
も
て
な
し
の
醸
成

と
訪
れ
て
い
た
だ
け
る
滞
在
型
の
仕
組
み
を

構
築
し
な
が
ら
、
よ
り
効
果
的
に
各
種
観
光

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を
展
開
し
ま
す
。

次
代
を
担
う
子
ど
も
を
育
て
る

学
校
教
育
／
教
育
振
興
基
本
計
画

　
本
年
度
、
国
・
県
の
研
究
指
定
事
業
に
６

校
が
取
り
組
み
、
さ
ら
に
「
つ
な
が
る
食
育

推
進
事
業
」、「
実
践
的
防
災
教
育
推
進
事
業
」

な
ど
９
校
が
新
た
に
指
定
を
受
け
ま
し
た
。

ま
た
、 「
人
・
自
然
・
ふ
る
さ
と
を
愛
す
る

　
甲
州
市
教
育
」
を
実
現
す
る
た
め
、
教
育

基
本
法
や
「
甲
州
市
総
合
計
画
」
と
の
整
合

性
を
計
り
な
が
ら
、「
甲
州
市
教
育
振
興
基

本
計
画
」
の
見
直
し
を
進
め
、
平
成
30
年
度

か
ら
５
年
間
の
学
校
教
育
、
生
涯
学
習
の
方

針
を
定
め
ま
す
。

於
曽
公
園
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

塩
山
駅
南
北
自
由
通
路
改
修
事
業

　

於
曽
公
園
を
市
民
の
憩
い
の
場
と
し
て
、

ま
た
災
害
時
の
避
難
場
所
と
し
て
使
え
る
よ

う
「
安
全
、
安
心
の
確
保
と
地
域
に
お
け
る

災
害
対
応
力
の
向
上
」
を
目
指
し
整
備
し
ま

す
。
塩
山
駅
南
北
自
由
通
路
の
改
修
に
つ
い

て
は
、
和
を
基
調
と
し
た
、
お
も
て
な
し
空

間
の
整
備
を
行
う
と
と
も
に
、
築
後
30
年
が

経
過
し
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
た
め
、
天
井

板
の
耐
震
化
等
を
実
施
し
、
皆
さ
ん
が
安
心

し
て
利
用
で
き
る
よ
う
整
備
し
ま
し
た
。
通

路
内
の
有
料
広
告
版
を
デ
ジ
タ
ル
化
し
、
甲

州
市
の
情
報
提
供
と
と
も
に
、
緊
急
時
の
情

報
発
信
媒
体
と
し
て
も
利
用
で
き
る
よ
う
に

整
備
し
ま
し
た
。

改修後の塩山駅南北自由通路と有料広告版

農
業
を
支
え
る

農
業
基
盤
整
備
事
業

　
県
営
畑
地
帯
総
合
整
備
事
業
日
川
右
岸
地

区
に
つ
い
て
、
平
成
29
年
度
の
工
事
を
も
っ

て
事
業
が
完
成
す
る
よ
う
進
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
農
地
、
水
路
、
農
道
等
の
地
域
資
源

の
保
全
管
理
を
行
う
た
め
、
多
面
的
機
能
支

払
交
付
金
事
業
と
し
て
、
平
成
29
年
度
か
ら

平
成
33
年
度
ま
で
の
５
年
間
を
、
新
た
に
塩

山
地
域
５
地
区
、
勝
沼
地
域
４
地
区
の
保
全

会
が
、
地
域
の
方
々
と
協
力
し
て
農
村
環
境

の
保
全
活
動
や
地
域
資
源
の
向
上
活
動
に
取

り
組
み
ま
す
。

２
０
２
０
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

事
前
キ
ャ
ン
プ
地
誘
致

　
フ
ラ
ン
ス
共
和
国
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
チ
ー
ム

関
係
者
と
の
覚
書
を
取
り
交
わ
し
、今
後
は
、

本
市
施
設
等
の
視
察
の
た
め
、
来
訪
い
た
だ

く
予
定
で
す
。

　
市
で
は
、
引
き
続
き
、
誘
致
の
実
現
に
向

け
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

基幹産業の農業を支える農道の整備

左からフランス共和国ハンドボール協会 ミシェル・バルボさん、
エマニュエル・ムセさん、甲州市アドバイザー上野裕一さん

真剣に授業を受ける生徒たち

広報こうしゅう
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■試験職種・試験区分・受験資格（年齢、資格・免許要件）・採用予定人数
試験職種

〔一般行政職〕 試験区分 年齢要件 資格・免許要件 採用予
定人数

一般事務

〔一般行政事務
に従事します〕

行政職

上級 昭和５９年４月２日
以降に生まれた方

学校教育法による４年制大学を卒業した方（卒業
見込みを含む）、またはこれと同程度の学力を有
する方

５名程度

初級 昭和５９年４月２日
以降に生まれた方

行政職（上級）に該当しない方で、学校教育法に
よる高等学校を卒業した方（卒業見込みを含む）、
またはこれと同程度の学力を有する方

身　体
障害者 上記区分 上記の行政職の区

分による

上記の行政職の区分による
次の全ての要件を満たす方
・自力による通勤ができ、かつ、介護者なしに職

務の遂行が可能な方
・身体障害者手帳の交付を受けている方
・活字印刷文による出題に対応できる方

資格・免許職等

〔試験区分ごと
の専門業務およ
び一般行政事務
に従事します〕

土木職（上級）Ⅰ 昭和５９年４月２日
以降に生まれた方

学校教育法による４年制大学を卒業した方（卒業
見込みを含む）、またはこれと同程度の学力を有
する方で、土木の専門課程を専攻している方

２名程度

土木職（上級）Ⅱ 昭和４７年４月２日
以降に生まれた方

上記土木職（上級）Ⅰに該当する方で、次の条件
を両方満たす方
○１級土木施工管理技士の資格を有する方
○民間企業等における職務経験が５年間以上ある
　方（平成２９年４月１日現在）

保健師 昭和４７年４月２日
以降に生まれた方

保健師免許を有する方、または平成３０年３月３１
日までに取得見込みの方 ２名程度

保育士 昭和５９年４月２日
以降に生まれた方

保育士資格を有する方、または平成３０年３月３１
日までに資格取得見込みの方 １名程度

社会福祉士 昭和５９年４月２日
以降に生まれた方

社会福祉士資格と精神保健福祉士資格の両方を
有する方、または平成３０年３月３１日までに両方
の資格を取得見込みの方

１名程度

平成２９年度 甲州市職員採用試験案内

■住所要件【試験区分　行政職、身体障害者、保育士
および社会福祉士】

　甲州市内在住者または採用時に甲州市内に居住（住
民登録）することが可能な方。

＊現在、修学（就職）のため甲州市内に在住していな
いが、卒業後（採用時）再び甲州市内に居住（住民
登録）する方を含む。
■試験日および試験会場
　第一次試験　９月１７日（日）午前８時３０分〜
　　　　　　　（受付　午前８時～８時１５分）
　第二次試験　第一次試験合格者に通知します
　甲州市役所本庁舎（甲州市塩山上於曽１０８５番地１）
■試験科目
　第一次試験：教養試験、専門試験（職種ごと）、
　　　　　　　職場適応性検査
　第二次試験：小論文（作文）、面接
＊専門試験は行政職（初級）、身体障害者（初級）お

よび土木職（上級）Ⅱはありません。
■試験案内配布期間
　７月２４日（月）から８月１８日（金）までの間、

総務課人事担当にて試験案内（申込書等）を配布し
ます。郵送にて請求される方は、封筒の表に「職員

採用試験申込用紙請求」と朱書きし、１４０円切手
を貼った返信用封筒（Ａ４が入る大きさ）を同封し
てください。

　なお、試験申込書および受験票は甲州市のホーム
ページからも取得できます。
■受験申込手続
　受験申込は以下のいずれかの方法となります。
1持参または郵送の場合
　８月１日（火）から８月１８日（金）までに総務課

人事担当に申込書および受験票を提出してくださ
い。郵送の場合は受験票に６２円切手をはり、封筒
には「採用試験申込」と朱書きし、必ず書留郵便に
してください。

＊土・日・祝日を除く午前８時３０分～午後５時１５分
2インターネットの場合
　「やまなしくらしねっと」から行なうことができま

すので、詳細は甲州市のホームページをご確認して
ください。

◆郵送先・お問い合わせ先
　〒 404 ‐ 8501　甲州市塩山上於曽 1085 番地 1
　甲州市役所　総務課　人事担当
　☎３２ ‐ ２１１１（内２２５・２２６）
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国保いきいきライフ通信

　有効期限が平成３０年７月３１日（火）の新しい後期高齢者医療被保険者証が簡易書留で交付されます。色は
薄紫色となります。
　この新しい被保険者証は届いた日から使用できます。ただし、平成２８年度までの後期高齢者医療保険料を完
納されていない方は、有効期限が短いものとなる場合もあります。
　現在お使いの被保険者証は、８月以降は使用できません。古い被保険者証については個人情報が記載されてい
ますので、裁断するなどして廃棄してください。
　なお、「限度額適用・標準負担額減額認定証」をお持ちの方には、被保険者証とは別に、同じ時期に新しいも
のを普通郵便で郵送します。
※長期に入院されている皆さまへ
　区分Ⅱの限度額適用・標準負担額減額認定証が交付された方で、過去１２ヶ月で入院日数が９０日（区分Ⅱの限度額
適用・標準負担額減額認定証の交付を受けていた期間に限る）を超える場合には、入院日数のわかる病院の請求書・領
収書等を添えて再度申請をすることで申請日以降の入院時の食事代が減額されます。

平成２９年度後期高齢者医療保険料
　７月中旬に平成２９年度後期高齢者医療保険料決定通知書および納入通知書を郵送します。平成２９年度の保険
料は平成２８年中の所得に基づいて算定され、平成２９年４月から翌年３月までの１年間分を納めていただきます。
■保険料の算定方法について　
均等割額
４０，４９０円 ＋ 所得割額

（所得 － ３３万円）×７．８６％ ＝ 保険料
( １０円未満切り捨て）

※世帯の所得に応じて、軽減措置があります。※保険料はすべての被保険者一人ひとりが、個人単位で納めます。

◆均等割軽減　同一世帯内の被保険者および世帯主の総所得金額等に応じて軽減されます。
軽減割合 判定方法 軽減額 軽減後均等割額

９割軽減 基礎控除額３３万円を超えない世帯で、被保険者全員が年金収入
８０万円以下（その他の所得がない）の世帯 ３６，４４１円 ４，０４９円

８．５割
軽減 基礎控除額３３万円を超えない世帯 ３４，４１６円 ６，０７４円

５割軽減 「基礎控除額３３万円＋２７万円×世帯の被保険者数」を超えない世帯 ２０，２４５円 ２０，２４５円
２割軽減 「基礎控除額３３万円＋４９万円×世帯の被保険者数」を超えない世帯 ８，０９８円 ３２，３９２円

※平成２９年度から均等割５割軽減と２割軽減の対象が拡大されました。
※公的年金を受給されている方は、均等割軽減判定時に１５万円が控除されます。
◆所得割軽減　基礎控除額３３万円控除後の総所得金額が５８万円以下の方は、所得割を２割軽減します。
※平成２８年度までは特例的に５割軽減されていましたが、２９年度は２割軽減となります。
◆被用者保険の被扶養者に対する７割軽減
　被用者保険の被扶養者であった方は、均等割が７割軽減され、所得割は課せられません。
※平成２８年度までは特例的に９割軽減されていましたが、２９年度は７割軽減となります。
　ただし、世帯の所得が低い方は均等割の軽減（９割・８．５割軽減）が受けられます。

■保険料納付方法　
◎特別徴収（年金から直接天引き）の方は、１０月以降（１２月、翌年２月）に天引きとなります。また翌年度４
月以降の仮徴収額は、２月時の額と同額になります。既に仮徴収されている方は、本算定された年額から４・６・
８月に納めていただいた金額を控除した差額が１０・１２・翌年２月の３回に分けて天引きとなります。
◎普通徴収（納付書により直接金融機関等で納める方あるいは口座振替を申請された場合）の方は、納期は年８回（７
月から翌年２月まで毎月）となります。口座振替の方は、記載された納期限に口座から引き落としいたします。納
付書が同封されている方は、納付書での納付をお願いします。口座振替へ変更を希望される場合は、金融機関にて
手続きをお願いいたします（通帳、お届け印持参）。また、各納期限までに納付がない場合には、翌月２０日頃に督
促状がお手元に届きますので、ご了承ください。
※所得や世帯構成等に変更があった場合、特別徴収の方も一時的に普通徴収となることがあります。必ず決定通知書をご確認いただき、納付
書が同封されている場合は納付書にて納付をお願いします。

◆お問い合わせ先　国保年金課　国保・年金担当　☎３２ ‐ ２１１１　（内１１２～１１４）

「後期高齢者医療制度」は、７５歳以
上のすべての方と６５歳以上で一定の
障がいのある方を対象としている「医
療制度」です。この制度は、都道府県
単位で「山梨県後期高齢者医療広域連
合」が運営しています。

後期高齢者医療被保険者証
７月下旬に簡易書留で郵送します
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■
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な
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方
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①
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②
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（
内
１
８
４
～
１
８
６
）

　国民健康保険は、病気やケガの時などに、お互いに助け合うための制度であり、皆さんからの国民健康保険税
で支えられています。近年の高齢化に伴う生活習慣病などの増加、医学医療技術の高度化などにより医療費は増
加しています。市では予防医療を推進し医療費の削減に努めておりますが、お互いに助け合い、支え合う国民健
康保険制度と税負担へのご理解とご協力をよろしくお願いいたします。
＜国民健康保険税の算定＞
　国民健康保険税は、「医療保険分」「後
期高齢者支援分」、「介護保険分（４０
～６４歳の方）」を年齢に応じて負担
していただくものです。
　次の４つの計算方法の組み合わせで、一世帯あたりの国民健康保険税の額が決まります。

国民健康保険税　各税率 平成２９年度
医療分 支援分 介護分

所得割 前年の所得に応じて計算される額
（総所得 -33 万円）×税率 7.48％ 0.60％ 1.10％

資産割 固定資産税に応じて計算される額
（都市計画税を除く） 25.00％ 4.50％ 7.40％

均等割 世帯の加入者数に応じて計算される額 26,000 円 8,000 円 7,300 円
平等割 １世帯につき、計算される額 27,500 円 8,000 円 4,500 円
上限額 年間の各分の最高限度額 54 万円 19 万円 16 万円

＜所得が一定以下の世帯に対する軽減制度＞
　所得が一定以下の世帯については、税負担を考慮し税額を減額する（税負担を軽くする）制度があります。
※世帯主や国民健康保険加入者の方で、前年中の所得の申告をされていない方がいる世帯では軽減が受けられま

せんのでご注意ください。
＊軽減対象表＊
軽減判定所得額

（世帯主、被保険者および特定同一世帯所属者の所得の合計額）
減額内容

（均等割、平等割） 減額を受ける方法

世帯の所得の合計額が 33 万円以下の世帯 ７割減額 申請などの手続きは必要な
く、該当となる世帯主様に
は、あらかじめ７割、５割、
２割を減額した額の納付書
を郵送いたします。

世帯の所得の合計額が 33 万円 ＋ 27 万円×
（被保険者数 ＋ 特定同一世帯所属者数）以下の世帯 ５割減額

世帯の所得の合計額が 33 万円 ＋ 49 万円×
（被保険者数 ＋ 特定同一世帯所属者数）以下の世帯 ２割減額

４０歳未満	 【医療分＋支援分】
４０歳～６４歳	【医療分＋支援分＋介護分】
６５歳～７４歳	【医療分＋支援分】

国 民 健 康 保 険 税平成２９年度

≪注意点≫
・年度の途中で国民健康
保険に加入した世帯につ
いては、加入した月から
月割で課税されます。ま
た、甲州市国民健康保険
の資格を喪失した世帯に
ついては、喪失した日の
属する月の前月分までが
月割で課税されます。な
お、世帯に属する被保険
者の異動についても同様
に月割で課税されます。
・年度の途中で６５歳に
なられる方は、６５歳に
なる前月までの国民健康
保険税の介護保険分が、
年度末までの納期に分け
て課税されます。

※特定同一世帯所属者‥‥国民健康保険から後期高齢者医療制度へ移行された方で、後
期高齢者医療の被保険者となった後も継続して同一の世帯に属する方をいいます。



一部負担金の割合（医療機関の窓口でお支払いただく医療費の自己負担割合）
同じ世帯の７０歳から７４歳までの国保加入者の住民税課税標準所得（※１）によって、
次の表のとおり判定されます。

【住民税課税標準所得による判定基準】
判定基準 負担割合

現役並み所得者以外
１割（昭和１９年４月１日以前生まれの方）

２割（昭和１９年４月２日以降生まれの方）

現役並み所得者（住民税課税標準所得１４５万円以上） ３割
※１．住民税課税標準所得とは・・・前年中の給与や年金等全ての所得金額から、配偶者
控除や社会保険料控除などの各種控除を差引いた、市・県民税を計算するもとになる額です。

３割負担の方の申請による再判定
収入が基準以下の場合　住民税課税標準所得による判定で負担割合が３割となった場合で
も、収入額（必要経費を控除する前）が次に該当する場合、申請により一部負担金の割合
が１割または２割になります。

【収入額による判定基準】
世帯構成 収入額
７０歳以上の国保加入者が１人の世帯 ３８３万円未満
７０歳以上の国保加入者が２人以上いる世帯 ５２０万円未満（対象の方の合計額）

７０～７４歳の国保被保険者の方が１人の世帯
で、同一世帯に国保から後期高齢者医療制度へ移
行した方がいる世帯

５２０万円未満（対象の方の合計額）

※対象者には、高齢受給者証と一緒に基準収入額適用申請書を郵送しますので、必ず申請
書の提出をお願いします。

◎高齢受給者証の有効期限について
　高齢受給者証は毎年８月に更新され、翌年７月３１日（年度途中で該当の方は該当月か
ら最初の７月３１日）までが有効期限となります。ただし、７５歳になる方の有効期限は、
７５歳の誕生日の前日までです。誕生日からは国民健康保険に代わって後期高齢者医療制
度に加入することになります。 また、有効期限内に、国保資格の異動や所得の修正など
があった場合には、一部負担金の割合を再判定します。

○
市
国
保
加
入
者
で
70
歳
か
ら
74
歳
ま
で
の
方
に
、
高
齢
受
給
者
証
の
更
新
（
負
担
割
合
の
見
直
し
）
に
伴
い
、
新

し
い
負
担
割
合
を
記
載
し
た
「
国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者
証
」
を
７
月
中
に
書
留
郵
便
で
送
付
し
ま
す
。
有
効

期
限
の
切
れ
た
高
齢
受
給
者
証
に
つ
い
て
は
、
個
人
情
報
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
細
か
く
裁
断
す
る
な
ど

し
て
廃
棄
し
て
く
だ
さ
い
。

○
医
療
機
関
等
を
受
診
の
際
は
、
必
ず
被
保
険
者
証
と
一
緒
に
、
高
齢
受
給
者
証
を
窓
口
に
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

○
新
た
に
70
歳
と
な
ら
れ
る
方
に
は
、
誕
生
月
（
１
日
生
ま
れ
の
方
は
前
月
）
に
高
齢
受
給
者
証
を
郵
送
し
ま
す
（
申

請
は
不
要
で
す
）。
誕
生
月
の
翌
月
（
１
日
生
ま
れ
の
方
は
当
月
）
か
ら
高
齢
受
給
者
証
を
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者
証
を
郵
送
し
ま
す◆

お
問
い
合
わ
せ
先　
国
保
年
金
課　
国
保
・
年
金
担
当　
☎
32
‐
２
１
１
１　
（
内
１
１
２
～
１
１
４
）

限度額が変わります！
70 歳以上の方の

高額療養費
　

８
月
か
ら
、
70
歳
以
上

の
国
民
健
康
保
険
被
保
険

者
お
よ
び
後
期
高
齢
者
医

療
被
保
険
者
の
方
の
高
額

療
養
費
自
己
負
担
限
度
額

が
変
更
に
な
り
ま
す
。
高

額
療
養
費
と
は
、
一
ヶ
月

（
同
じ
月
内
）
の
医
療
費
の

自
己
負
担
が
限
度
額
を
超

え
た
場
合
、
限
度
額
を
超

え
た
分
が
支
給
さ
れ
る
制

度
で
す
。
な
お
、
70
歳
以

上
の
低
所
得
の
方
、
70
歳

未
満
の
方
の
自
己
負
担
限

度
額
に
変
更
は
あ
り
ま
せ

ん
。

○ 70 歳以上の方の所得区分について
【現役並み所得者】
国保被保険者の場合、課税所得 145 万円以上の 70 歳～
74 歳の方が同じ世帯にいる方。後期高齢者医療被保険者
の場合、課税所得 145 万円以上の後期高齢者医療被保険
者が同じ世帯にいる方。

【一般】現役並み所得者、低所得のいずれにも該当しない方。
【低所得Ⅱ】住民税非課税世帯で、低所得Ⅰに該当しない方。
【低所得Ⅰ】住民税非課税世帯で、世帯全員の所得が 0 円
となる方（公的年金の所得は控除額を80万円として計算）。

※多数回該当とは、過去 12 ヶ月に同じ世帯で高額療
養費の支給が 4 回以上あった場合の、4 回目から適用
される限度額です。

【平成 29 年 8 月から】
所得区分 外来（個人単位） 外来＋入院（世帯単位）

現役並み
所得者

57,600 円 80,100 円 +
（総医療費 -267,000 円）
× 1％
< 多数回該当：44,400 円 >

一般 14,000 円
（年間上限
14.4 万円）

57,600 円
< 多数回該当：44,400 円 >

低所得 Ⅱ 8,000 円 24,600 円
Ⅰ 15,000 円

【平成 29 年 7 月まで】
所得区分 外来（個人単位） 外来＋入院（世帯単位）

現役並み所
得者

44,400 円 80,100 円 +
（総医療費 -267,000 円）
× 1％
< 多数回該当：44,400 円 >

一般 12,000 円 44,400 円
低所得 Ⅱ 8,000 円 24,600 円

Ⅰ 15,000 円

広報こうしゅう
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第８回 甲州フルーツマラソン
大会 模擬店出店募集！

　
今
年
の
ぶ
ど
う
ま
つ
り
は
、10
月
７
日（
土
）

に
開
催
し
ま
す
。

　
実
行
委
員
会
で
は
、
ま
つ
り
の
気
運
を
高

め
、
住
民
参
加
の
ま
つ
り
と
な
る
よ
う
、『
護

摩
木
積
み
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
』『
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ

ン
ト
出
演
者
』『
出
店
希
望
者
』『
聖
火
隊
本

隊
先
導
ラ
ン
ナ
ー
』
を
募
集
し
ま
す
。

◎
護
摩
木
積
み
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
ぶ
ど
う
ま
つ
り
の
メ
イ
ン
で
あ
る
鳥
居
焼

き
の
準
備
で
、
柏
尾
山
の
南
斜
面
に
護
摩
木

を
積
み
上
げ
る
作
業
で
す
。
小
学
校
高
学
年

の
方
か
ら
参
加
で
き
ま
す
。
軍
手
お
よ
び
簡

単
な
朝
食
を
用
意
い
た
し
ま
す
。

【
実
施
日
】
９
月
17
日
（
日
） 

午
前
７
時
30
分

～
10
時
頃　
※
小
雨
決
行

【
予
備
日
】
９
月
24
日
（
日
）
※
終
了
時
間
は

参
加
者
の
人
数
に
よ
り
前
後
し
ま
す
。

◎
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
参
加
希
望
者

　
今
ま
で
参
加
し
て
い
た
だ
い
た
方
（
団
体
）

は
も
ち
ろ
ん
、
サ
ー
ク
ル
・
ク
ラ
ブ
等
で
日

ご
ろ
の
成
果
を
発
揮
す
る
場
と
し
て
、ス
テ
ー

ジ
に
出
演
し
て
み
た
い
方
（
団
体
）
を
募
集

し
ま
す
。

【
実
施
日
】
10
月
７
日
（
土
）
※
ま
つ
り
当
日

【
注
意
事
項
】

①
希
望
者
多
数
の
場
合
は
、
実
行
委
員
会
で

決
定
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

②
カ
ラ
オ
ケ
は
ご
遠
慮
願
い
ま
す
。

◎
出
店
希
望
者

　
会
場
内
の
お
ま
つ
り
広
場
へ
、
地
域
の
特

■日　時　１０月２２日（日）　
　　　　　午前７時３０分～午後４時
■注意事項
①出店料　４０，０００円（ただし、市内の団

体および個人は、２０，０００円）
②テント（１張）、机（２脚）、イス（３脚）は

用意します。
※電源は各自でご用意ください。
③出店申請書等を提出してください。申請書等

は市のホームページからダウンロード、また
は、観光交流課に常置してあります。

④希望者多数の場合は、抽選により決定します。
⑤イベントにふさわしくないと思われる団体お

よび個人の出店はお断りします。
■申込期間　７月３日（月）～２１日（金）
◆申し込み・お問い合わせ先
　甲州フルーツマラソン大会実行委員会事務局
　（観光交流課内）
　☎３２ ‐ ５０００　ＦＡＸ３２ ‐ ５１７４
　甲州フルーツマラソン大会公式ホームページ
　http://www.koshu-fruit-marathon.jp/
　甲州市ホームページ
　http://www.city.koshu.yamanashi.jp/

第
64
回
甲
州
市
か
つ
ぬ
ま
ぶ
ど
う
ま
つ
り

参
加
者 

大
募
集
！

10月７日（土）開催決定

勝沼中央公園広場

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◎
聖
火
隊
本
隊
先
導
ラ
ン
ナ
ー

　
中
央
公
園
広
場
か
ら
、
柏
尾
山
の
鳥
居
焼

き
ま
で
聖
火
隊
本
隊
を
先
導
し
て
い
た
だ
く

ラ
ン
ナ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

【
実
施
日
】
10
月
７
日
（
土
）
※
ま
つ
り
当
日

【
注
意
事
項
】

①
募
集
人
員
は
若
干
名
で
、
年
齢
は
19
歳
以

上
と
し
ま
す
。

②
希
望
者
多
数
の
場
合
は
、
実
行
委
員
会
で

決
定
し
ま
す
。

■
全
募
集
の
申
込
締
切　
７
月
21
日
（
金
）

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
甲
州
市
塩
山
上
於
曽
１
０
８
５
‐
１　

　
第
64
回
甲
州
市
か
つ
ぬ
ま
ぶ
ど
う
ま
つ
り

　
実
行
委
員
会
事
務
局
（
観
光
交
流
課
内
）

　
☎
32
‐
１
０
０
０

産
品
、
特
産
物
を
原
料
に
し
た
加
工
品
な
ど

の
販
売
等
の
出
店
を
希
望
す
る
市
内
で
活
動
、

営
業
し
て
い
る
団
体
お
よ
び
個
人
を
募
集
し

ま
す
。

【
実
施
日
】
10
月
７
日
（
土
）
※
ま
つ
り
当
日

【
注
意
事
項
】

①
出
店
料
と
し
て
３
万
円
を
い
た
だ
き
ま
す
。

②
テ
ン
ト（
１
張
）・机（
２
台
）・イ
ス（
４
脚
）

は
用
意
し
ま
す
が
、
燃
料
・
電
源
・
必
要

な
備
品
等
は
出
店
団
体
で
ご
用
意
く
だ
さ

い
。

③
「
出
店
申
請
書
」
の
提
出
を
要
し
ま
す
。

申
請
書
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
い
た
だ
く
か
、
も
し
く

は
観
光
交
流
課
に
あ
り
ま
す
。

④
希
望
者
多
数
の
場
合
は
、
実
行
委
員
会
で

決
定
し
ま
す
。

⑤
イ
ベ
ン
ト
に
ふ
さ
わ
し
く
な
い
と
思
わ
れ

る
団
体
お
よ
び
個
人
の
出
店
は
お
断
り
さ
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自己負担額の限度額（月額）

区分 限度額
（平成２９年７月まで）

限度額
（平成２９年８月から）

現役並み所得者相当（※）

の方がいる世帯の方
４万４４００円

（世帯）
４万４４００円

（世帯）

世帯のどなたかが市民税
を課税されている方

３万７２００円
（世帯）

４ 万 ４ ４ ０ ０ 円
（世帯）＋年間上
限額の設定（１割
負 担 者 の み の 世
帯）

世帯の全員が市民税を課
税されていない方

２万４６００円
（世帯）

２万４６００円
（世帯）

・前年の合計所得金
額と課税年金収入額
の合計が年間８０万
円以下の方

２万４６００円
（世帯）

２万４６００円
（世帯）

１万５０００円
（個人）

１万５０００円
（個人）

生活保護を受給している
方等

１万５０００円
（個人）

１万５０００円
（個人）

※世帯内に課税所得１４５万円以上の被保険者がい
る場合であって、世帯年収５２０万円以上（単身
世帯の場合は３８３万円以上）

◆お問い合わせ先　介護支援課　介護保険担当
　☎３２‐２１１１（内１４２）

基
準
が
変
わ
り
ま
す

高
額
介
護
（
予
防
）

サ
ー
ビ
ス
費

　
　
　
　
　
　
　
（
平
成
29
年
８
月
か
ら
）

・
高
額
介
護
（
予
防
）
サ
ー
ビ
ス
費
は
月
々

の
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
利
用
者
負
担
額（
１

割
ま
た
は
２
割
）
の
合
計
が
高
額
に
な
り
、

世
帯
合
計
ま
た
は
個
人
で
自
己
負
担
限
度

額
を
超
え
た
場
合
に
、
超
え
た
分
が
「
高

額
サ
ー
ビ
ス
費
」
と
し
て
後
か
ら
給
付
さ

れ
、
負
担
が
軽
く
な
り
ま
す
。

・
負
担
限
度
額
の
上
限
は
、
被
保
険
者
・
世

帯
の
所
得
に
応
じ
て
設
定
し
ま
す
。

【
見
直
し
内
容
】

・「
世
帯
の
ど
な
た
か
が
市
民
税
を
課
税
さ

れ
て
い
る
方
」
の
自
己
負
担
限
度
額
が

３
万
７
２
０
０
円
か
ら
４
万
４
４
０
０
円

に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

・
１
割
負
担
者
の
み
の
世
帯
に
つ
い
て
は
、

過
大
な
負
担
と
な
ら
な
い
よ
う
、
年
間

４
４
万
６
４
０
０
円
（
３
万
７
２
０
０
円

×
１
２
）
の
上
限
が
設
け
ま
す
。（
３
年
間

の
時
限
措
置
）

ご紹介します！
高齢者を支える
在宅医療と介護サービス

　介護が必要になったときにどこで過ごしたいですか？
　介護保険制度を利用していない６５歳以上の方に行ったア
ンケートでは、約６５％の方が在宅で介護を受けることを望
んでいます。
　高齢になると、生活習慣病などの持病を管理しながら生活
している方が多く、在宅で安心して暮らすためには、医療と
介護の連携が大切です。
　市では、住み慣れた自宅や地域で安心して暮らせることを
目指し、医療と介護の連携を推進しています。
　この度、在宅生活を支える市内の医療機関（訪問してくれ
る診療所や歯科医院）や介護サービス事業所の情報を一冊に
まとめました。
　ご希望の方は、介護支援課窓口、または勝沼・大和支所窓
口で配布しています。

◆お問い合わせ先
　地域包括支援センター（介護支援課内）　☎３２‐５６００
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友好都市　エイムズ市訪問団
甲州市の地域文化に触れる
　６月２日から６日間、国際友好都市アメリカ合衆国アイオワ州エイムズ市訪問団の皆さんは、甲州市を訪れました。
１０代から６０代の２０名の訪問団は、滞在期間中、恵林寺や栖雲寺を巡り、坐禅や茶道を体験したり素晴らしい庭
園を鑑賞しました。井尻小学校では、書道やソーラン節を児童と共に楽しむなど、児童との交流はもちろん、地域文
化や歴史、日本伝統文化にも触れ、とても感銘を受けていました。また、ホストファミリーをはじめ、多くの方との
出会い、体験を通じて国際交流の素晴らしさを改めて感じ、無事帰国の途につきました。
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ワインの品質審査会
　６月７日、１４日、産業振興課は、市内ワイナリー
が醸造した、ワインの品質審査会を行いました。
　今回の審査会ではワイナリー２７社が醸造した
１７７点（白８９・赤６１・ロゼ１７・スパークリン
グ１０）のワインが出品。学識関係者などが、味や香
りなどを評価し、１６６点が基準を満たし合格しまし
た。
　合格したワインは、市の推奨ワインとして勝沼ぶど
うの丘で販売をします。

父の日　市内園児が市役所へ
　塩山愛育園（写真左）と赤尾保育園（写真右）の園児たちは、父の日にあわせて、田辺市長を訪問しました。園児
たちは「市長さんいつもありがとうございます！」と元気よく挨拶し、両日とも手作りの貼り絵を市長に手渡しました。
田辺市長は「皆さんが元気にいっぱいに遊べるように頑張ります」と笑顔であいさつをしました。
　プレゼントされた手作りの貼り絵は、市役所本庁舎２階政策秘書課前に展示しています。

ヴァンフォーレ甲府
甲州市サンクスデー
　６月１７日、「ヴァンフォーレ甲府ＶＳ柏レイソル」
の試合が甲州市サンクスデーとして行われました。甲
州市はサポーターとして、市内のスポーツ少年団や塩
山中学校サッカー部がエスコートキッズ、フェアプレ
イフラッグ、ボールパーソンを担当して運営に参加し
ました。また、田辺市長から両チームへ特産品を贈呈
するなど、甲州市を大いにＰＲしました。
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く

ら

し

の

情
報

税
務
課
資
産
税
担
当
か
ら
の

お
願
い

固
定
資
産
税
は
基
準
日
と
な
る
毎
年
１

月
１
日
に
土
地
・
家
屋
・
償
却
資
産
を

所
有
す
る
方
に
納
税
し
て
い
た
だ
く
税

金
で
す
。

◦
家
屋
の
取
り
壊
し
届
け
（
家
屋
現
況
申

告
書
）
の
提
出
に
つ
い
て

　
今
ま
で
建
っ
て
い
た
家
屋
の
全
部
ま
た

は
一
部
を
取
り
壊
し
た
場
合
は
、
そ
の

年
内
中
に
税
務
課
に
届
出
を
お
願
い
し

ま
す
。
届
出
の
あ
っ
た
家
屋
は
、
現
地

調
査
・
確
認
の
上
、
翌
年
か
ら
そ
の
取

り
壊
し
部
分
が
課
税
対
象
外
と
な
り
ま

す
。

◦
家
屋
調
査
へ
の
ご
協
力
を
‥
‥

　
家
屋
を
新
築
・
増
築
さ
れ
た
場
合
は
、

市
の
職
員
が
家
屋
資
産
評
価
の
た
め
、

ご
自
宅
へ
伺
い
ま
す
。
調
査
の
日
程
は

事
前
に
確
認
し
て
か
ら
、
お
伺
い
し
ま

す
の
で
、
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

◦
太
陽
光
発
電
設
備
に
係
る
固
定
資
産
税

（
償
却
資
産
）
の
申
告
に
つ
い
て

　
太
陽
光
発
電
設
備
は
、固
定
資
産
税（
償

却
資
産
）
の
対
象
と
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
課
税
の
対
象
と
な
る
場
合
は
、

毎
年
１
月
末
ま
で
に
償
却
資
産
の
所
有

状
況
を
申
告
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ

り
ま
す
の
で
、
太
陽
光
発
電
設
備
を
設

置
さ
れ
た
際
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

問
税
務
課　
資
産
税
担
当

　
☎
32
‐
２
１
１
１（
内
１
８
１
～
１
８
３
）

　
勝
沼
支
所　
地
域
振
興
担
当

　
☎
44
‐
１
１
１
１

　
大
和
支
所　
地
域
振
興
担
当

　
☎
48
‐
２
１
１
１

戸
籍
謄
本
等
を
請
求
の
際
は

ご
注
意
く
だ
さ
い

戸
籍
謄
本
等
を
請
求
で
き
る
方
は
、
戸

籍
に
記
載
さ
れ
て
い
る
方
、
そ
の
配
偶

者
ま
た
は
直
系
の
親
族
と
な
り
ま
す
。

　
そ
れ
以
外
の
方
は
、
正
当
な
理
由
が
あ

る
場
合
に
限
り
、
戸
籍
謄
本
等
を
請
求

で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。（
請
求
理

由
を
明
ら
か
に
で
き
る
書
類
の
提
示
が

必
要
で
す
。）

　
ま
た
、代
理
の
方
が
請
求
す
る
際
に
は
、

委
任
状
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

※
委
任
状
の
様
式
は
窓
口
等
で
お
渡
し
し

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
窓
口
に
来
庁
さ
れ
る
方
の
本
人

確
認
書
類
（
運
転
免
許
証
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
等
の
写
真
付
の
公
的
な
身

分
証
明
書
ま
た
は
、
健
康
保
険
証
等
）

が
必
要
で
す
の
で
、
ご
提
示
の
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。
ご
不
明
な
点
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
市
民
課
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問
市
民
課　
住
民
記
録
・
戸
籍
担
当

　
☎
32
‐
２
１
１
１

　
（
内
１
０
２
～
１
０
５
）

法
定
相
続
情
報
証
明
制
度

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た

５
月
29
日
か
ら
、
全
国
の
法
務
局
に
お

い
て
、
各
種
相
続
手
続
に
利
用
す
る
こ

と
が
で
き
る
「
法
定
相
続
情
報
証
明
制

度
」
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
こ
の
制
度
に
よ
り
、
相
続
人
か
ら
法
務

局
に
対
し
て
、
法
定
相
続
情
報
証
明
の

申
し
出
を
行
う
と
、
登
記
官
の
証
明
文

付
き
の
「
法
定
相
続
情
報
一
覧
図
の
写

し
」を
無
料
で
交
付
し
ま
す
。
こ
の「
法

定
相
続
情
報
一
覧
図
の
写
し
」
を
利
用

す
る
こ
と
に
よ
り
、
不
動
産
の
相
続
登

記
だ
け
で
な
く
、
金
融
機
関
等
に
お
け

る
預
金
の
払
い
戻
し
や
保
険
金
請
求
な

ど
の
相
続
手
続
き
に
お
い
て
も
利
用
で

き
ま
す
。
そ
の
た
め
、
相
続
手
続
き
ご

と
に
戸
籍
謄
本
を
再
発
行
す
る
必
要
が

な
く
な
り
、
相
続
人
の
負
担
が
軽
減
さ

れ
ま
す
。

　
詳
し
い
内
容
は
、
法
務
局
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。（http://houm

ukyoku.
m

oj.go.jp/kofu/

）

問
甲
府
地
方
法
務
局

　
☎
０
５
５
‐
２
５
２
‐
７
１
８
６

水
道
メ
ー
タ
ー
を
交
換
し
ま
す

市
で
は
、
毎
年
、
計
量
法
に
基
づ
き
水

道
メ
ー
タ
ー
を
無
料
で
交
換
し
て
い
ま

す
。
該
当
す
る
ご
家
庭
に
は
、
市
が
委

託
し
た
水
道
事
業
協
力
会
の
係
員
が
伺

い
ま
す
。
敷
地
内
に
立
ち
入
り
、
交
換

作
業
を
行
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

　
メ
ー
タ
ー
交
換
対
象
と
な
る
ご
家
庭
に

は
、
事
前
に
「
水
道
メ
ー
タ
ー
の
交
換

に
つ
い
て
」
と
い
う
文
書
を
郵
送
し
て

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

７
月
～
８
月
の
間

◦
委
託
業
者

　
甲
州
市
水
道
事
業
協
力
会
19
社（
順
不
同
）

　
㈲
橘
田
総
合
サ
ー
ビ
ス
、㈲
秋
山
設
備
、

塩
山
ヒ
タ
チ
商
会
、
㈲
大
藤
建
設
、
第

一
設
備
㈱
、
ト
ミ
ザ
ワ
設
備
、
㈲
日
栄

工
業
、
㈲
田
中
設
備
工
業
所
、
㈲
早
川

建
材
設
備
、
平
間
工
業
所
、
広
瀬
水
道

建
設
㈲
、
㈲
堀
内
設
備
、
三
科
設
備
、

㈲
岩
間
商
興
、㈲
エ
ー
ス
、内
藤
設
備
、

三
森
建
設
㈱
、
㈲
ラ
イ
フ
興
産
、
㈱
平

成
設
備

問
水
道
課　
総
務
担
当

　
☎
32
‐
５
０
７
７

献
血
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

７
月
25
日
（
火
）

午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

　
午
後
12
時
30
分
～
３
時
30
分

市
役
所
本
庁
舎　
東
側
駐
車
場

◦
当
日
服
用
し
て
い
て
も
献
血
し
て
よ
い

対
象
薬

　
ビ
タ
ミ
ン
剤
・
血
圧
の
薬
・
花
粉
症
の

薬
・
胃
腸
薬
・
高
脂
血
症
治
療
薬

※
ほ
か
に
も
服
薬
さ
れ
て
い
る
薬
の
種
類

な
ど
、
献
血
に
ご
協
力
い
た
だ
け
る
か

の
判
断
は
、
当
日
に
検
診
医
が
最
終
的

な
判
断
を
行
い
ま
す
。

◦
お
願
い

※
輸
血
用
血
液
の
安
全
対
策
と
し
て
、
本

人
確
認
の
で
き
る
も
の
（
運
転
免
許
証

等
）
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

問
健
康
増
進
課　
健
康
企
画
・
医
療
担
当

　
☎
32
‐
５
０
１
４
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：日付　 ：時間　 ：場所　 ：料金　 ：対象　 ：内容　 ：持ち物　㊡：休館　問：問合せ

ま
す
の
で
、
早
め
の
納
付
を
お
願
い
し

ま
す
。

　
所
得
が
少
な
い
な
ど
保
険
料
の
納
付
が

困
難
な
場
合
は
、
免
除
さ
れ
る
制
度
や

猶
予
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
、

市
役
所
国
保
年
金
課
へ
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

※
納
付
義
務
者
は
被
保
険
者
本
人
、
連
帯

し
て
納
付
す
る
義
務
を
負
う
配
偶
者
お

よ
び
世
帯
主
に
な
り
ま
す
。

◦
保
険
料
・
納
付
に
関
す
る
こ
と

問
日
本
年
金
機
構　
甲
府
年
金
事
務
所　

　
☎
０
５
５
‐
２
５
２
‐
１
４
３
１

◦
保
険
料
の
免
除
・
猶
予
に
関
す
こ
と

問
国
保
年
金
課　
国
保
・
年
金
担
当

　
☎
32
‐
２
１
１
１（
内
１
１
３・１
１
４
）

国
保
年
金
課
か
ら

健
診
の
お
知
ら
せ

市
国
保
人
間
ド
ッ
ク
費
用
助
成
は
定
員

に
達
し
ま
し
た
。
市
国
保
人
間
ド
ッ
ク

を
希
望
で
、
費
用
助
成
の
お
申
し
込
み

を
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
総
合
健
診
・

個
別
医
療
機
関
健
診
を
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

問
国
保
年
金
課　
保
健
事
業
担
当

　
☎
34
‐
５
４
３
６

平成２９年４月の医療費
医療費全体　２億５，７４３万円
（前年同月比　△４，０５３万円）
１人当たりの医療費   ２６，５４２円
（前年同月比　△２，６４９円）
[国保連　診療報酬請求額基準 ]

問国保年金課　保険事業担当
　☎３４ ‐ ５４３６

年金機構の
黄色の封筒が届いた方は
年金が受け取れます
今すぐ
予約のお電話を！
日本年金機構［ねんきんダイヤル］
０５７０－０５－１１６５（いい老後）

気
を
つ
け
ま
し
ょ
う

熱
中
症
は
予
防
が
大
切
で
す

熱
中
症
の
発
生
は
７
～
８
月
が
ピ
ー
ク

と
な
り
ま
す
。
重
症
化
す
る
と
死
に
至

る
こ
と
も
あ
る
た
め
、
正
し
い
予
防
方

法
を
知
り
、
普
段
か
ら
気
を
つ
け
る
こ

と
で
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◦
こ
ん
な
日
は
熱
中
症
に
注
意

①
気
温
、
湿
度
が
高
い

②
風
が
弱
い

③
急
に
暑
く
な
っ
た
日
、
活
動
の
初
日

◦
熱
中
症
の
予
防
法

①
水
分
は
こ
ま
め
に
取
り
、
た
く
さ
ん
汗

を
か
い
た
ら
塩
分
の
補
給
を
す
る
こ
と

※
の
ど
の
渇
き
を
感
じ
な
く
て
も
、
こ
ま

め
な
水
分
補
給
を
す
る
こ
と
。

※
子
ど
も
や
高
齢
者
は
、
脱
水
状
態
に
な

り
や
す
い
。

②
暑
さ
を
避
け
る
こ
と

※
出
来
る
だ
け
暑
い
時
間
帯
は
外
出
を
控

え
ま
し
ょ
う
。

※
外
出
時
は
日
傘
や
帽
子
を
着
用
し
、
通

気
性
が
良
く
吸
湿
性
・
速
乾
性
の
あ
る

衣
服
を
着
用
し
ま
し
ょ
う
。

③
室
内
に
い
る
時
も
注
意
が
必
要

※
エ
ア
コ
ン
・
扇
風
機
を
使
い
室
内
の
温

度
調
整
を
す
る
こ
と
や
、
遮
光
カ
ー
テ

ン
・
す
だ
れ
・
水
打
ち
な
ど
を
利
用
し

ま
し
ょ
う
。

④
急
に
暑
く
な
っ
た
日
は
、
特
に
注
意
し

ま
し
ょ
う
。

◦
高
齢
者
の
注
意
点

①
温
度
に
対
す
る
感
覚
機
能
が
低
下
し
て

い
る
た
め
、
室
内
で
も
熱
中
症
に
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

②
室
内
に
温
度
計
を
お
き
、
こ
ま
め
に
水

分
補
給
を
し
ま
し
ょ
う
。

◦
幼
児
の
注
意
点

①
幼
児
は
体
温
調
節
機
能
が
十
分
発
達
し

て
い
な
い
た
め
、
特
に
注
意
が
必
要
で

す
。

②
晴
れ
た
日
に
は
、
地
面
に
近
い
ほ
ど
気

温
が
高
く
な
る
た
め
、
幼
児
は
大
人
以

上
に
熱
い
環
境
に
い
ま
す
。

◦
熱
中
症
が
疑
わ
れ
る
人
を
見
か
け
た
ら

①
涼
し
い
場
所
へ
避
難
さ
せ
る
。

②
衣
服
を
ゆ
る
め
、
身
体
を
冷
や
す
。

※
特
に
首
の
ま
わ
り
、
脇
の
下
、
足
の
付

け
根
な
ど

③
水
分
、
塩
分
、
経
口
補
水
液
な
ど
を
補

給
す
る
。

※
水
分
を
自
力
で
摂
取
で
き
な
い
、
意
識

が
な
い
場
合
な
ど
は
、
す
ぐ
に
救
急
車

を
呼
び
ま
し
ょ
う
。

問
健
康
増
進
課　
健
康
企
画
・
医
療
担
当

　
☎
32
‐
５
０
１
４

国
民
年
金
保
険
料
は
納
付
期
限

ま
で
に
納
め
ま
し
ょ
う

平
成
29
年
４
月
分
か
ら
平
成
30
年
３
月

分
ま
で
の
国
民
年
金
保
険
料
は
、
月
額

１
６
，
４
９
０
円
で
す
。
保
険
料
は
、

日
本
年
金
機
構
か
ら
送
ら
れ
る
納
付
書

に
よ
り
、
金
融
機
関
・
郵
便
局
・
コ
ン

ビ
ニ
で
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま

た
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
に
よ
る
納
付

や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
を
利
用
し
て
の

納
付
、
そ
し
て
便
利
で
お
得
な
口
座
振

替
も
あ
り
ま
す
。

　
未
納
の
ま
ま
放
置
さ
れ
る
と
、
強
制
徴

収
の
手
続
き
に
よ
っ
て
督
促
を
行
い
、

指
定
さ
れ
た
期
限
ま
で
に
納
付
が
無
い

場
合
は
、
延
滞
金
が
課
さ
れ
る
だ
け
で

は
な
く
、
納
付
義
務
の
あ
る
方
（
※
）

の
財
産
を
差
し
押
さ
え
る
こ
と
が
あ
り
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同
じ
障
害
を
持
つ
相
談
員

ピ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
よ
る
相
談

◦
視
覚　
石
原
テ
ル 

氏 

☎
33
‐
２
４
８
９

◦
聴
覚　
遠
藤
養
蔵 
氏 

ＦＡＸ
33
‐
９
１
９
２

◦
肢
体　
羽
村
千
鶴 
氏
（
肢
体
）

　
　
　
　
　
　
　
　

 　

 
☎
32
‐
１
２
２
４

　
　
　
　
中
村
安
孝 

氏
（
脳
原
性
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

☎
44
‐
２
２
４
０

◦
知
的
障
害
児
保
護
者

　
　
　
田
中
美
津
江 

氏 

☎
32
‐
３
１
２
０

◦
知
的

　
　
　
雨
宮
さ
つ
き 

氏 

☎
32
‐
０
２
８
５

※
相
談
日
・
時
間
帯
に
つ
い
て
、
ま
た
来

所
で
き
な
い
方
に
つ
い
て
も
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

問
福
祉
あ
ん
し
ん
相
談
セ
ン
タ
ー

　
☎
32
‐
０
２
８
５　
ＦＡＸ
33
‐
２
３
０
７

平
成
29
年
度

交
通
災
害
共
済
加
入
受
付
中

加
入
者
が
交
通
災
害
に
あ
っ
た
場
合
に

被
害
の
程
度
に
よ
っ
て
見
舞
金
を
お
支

払
い
す
る
相
互
救
済
の
制
度
で
す
。

◦
掛
金　
年
間
５
０
０
円

◦
共
済
期
間

　
平
成
29
年
４
月
１
日
（
中
途
加
入
の
場

合
は
、
そ
の
翌
日
）
～
平
成
30
年
３
月

31
日

市
内
在
住
の
方

問
市
民
課　
市
民
生
活
担
当

　
☎
32
‐
５
０
６
８

　
勝
沼
支
所　
☎
44
‐
１
１
１
１

　
大
和
支
所　
☎
48
‐
２
１
１
１

身
体
障
害
者
巡
回
相
談

山
梨
県
障
害
者
相
談
所
で
は
、
肢
体
が

不
自
由
な
方
を
中
心
と
し
た
医
学
的
判

定
、
義
肢
、
車
い
す
等
の
補
装
具
の
相

談
、
身
体
障
害
全
般
に
関
し
て
の
相
談

会
を
開
催
し
ま
す
。

７
月
12
日
（
水
）

午
前
10
時
～
正
午

　
（
受
付
は
午
前
11
時
30
分
ま
で
）

市
役
所
本
庁
舎　
２
階　
第
１
会
議
室

問
山
梨
県
障
害
者
相
談
所

　
身
体
障
害
者
相
談
ス
タ
ッ
フ

　
☎
０
５
５
‐
２
５
４
‐
８
６
７
２

　
ＦＡＸ
０
５
５
‐
２
５
４
‐
８
６
７
５

も
の
忘
れ
相
談

７
月
21
日
（
金
）

午
後
３
時
～

※
７
月
18
日
（
火
）
ま
で
に
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

市
役
所
本
庁
舎　
１
階

　
市
民
会
議
室
Ｂ

問
甲
州
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
（
介
護
支
援
課
内
）

　
☎
32
‐
５
６
０
０

障
害
者
生
活
支
援
相
談

水
曜
日
（
午
後
５
時
15
分
～
７
時
）

　
７
月
５
日
、
12
日
、
19
日
、
26
日

　
土
曜
日
（
午
後
１
時
～
午
後
４
時
）

　
７
月
１
日
、
８
日
、
15
日
、
22
日
、
29
日

問
福
祉
あ
ん
し
ん
相
談
セ
ン
タ
ー

　
☎
32
‐
０
２
８
５　
ＦＡＸ
33
‐
２
３
０
７

こ
こ
ろ
の
専
門
相
談

〔
精
神
科
医
師
に
よ
る
相
談
〕

７
月
12
日
（
水
）

午
後
２
時
30
分
～
４
時
30
分

◦
締
切
日　
７
月
５
日
（
水
）

〔
臨
床
発
達
心
理
士
に
よ
る
相
談
〕

毎
月
第
１･

第
３
火
曜
日

午
前
中

問
福
祉
あ
ん
し
ん
相
談
セ
ン
タ
ー

　
☎
32
‐
０
２
８
５　
ＦＡＸ
33
‐
２
３
０
７

障
害
者
陶
芸
教
室

７
月
11
日
（
火
）

午
後
１
時
～

◦
定　
員　
10
名
程
度

材
料
費　
１
０
０
円

問
福
祉
あ
ん
し
ん
相
談
セ
ン
タ
ー

　
☎
32
‐
０
２
８
５　
ＦＡＸ
33
‐
２
３
０
７

無
料
法
律
相
談

７
月
18
日
（
火
）

午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

市
役
所
本
庁
舎　
２
階　
第
２
会
議
室

市
内
在
住
の
方

◦
定
員　
６
名
（
１
名
30
分
以
内
）

※
７
月
５
日
（
水
）
午
前
８
時
30
分
か
ら

予
約
を
受
け
付
け
ま
す
。

※
な
る
べ
く
多
く
の
方
に
相
談
機
会
を
設

け
る
た
め
、
回
数
を
制
限
さ
せ
て
い
た

だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
市
民
課　
市
民
生
活
担
当

　
☎
32
‐
５
０
６
８

合
同
相
談

行
政
、
人
権
、
家
庭
の
こ
と
で
お
悩
み

の
方
は
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

７
月
13
日
（
木
）

午
後
１
時
30
分
～
３
時

市
役
所
本
庁
舎　
２
階　
第
１
会
議
室

市
内
在
住
の
方

問
市
民
課　
市
民
生
活
担
当

　
☎
32
‐
５
０
６
８

勝
沼
・
大
和
地
域
行
政
相
談

行
政
に
関
わ
る
こ
と
で
お
悩
み
の
方

は
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

７
月
21
日
（
金
）

午
後
１
時
30
分
～
３
時

勝
沼
防
災
セ
ン
タ
ー　
２
階　
会
議
室
Ａ

市
内
在
住
の
方

問
市
民
課　
市
民
生
活
担
当

　
☎
32
‐
５
０
６
８

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
相
談
窓
口

７
月
18
日
（
火
）

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

※
毎
月
第
３
火
曜
日
開
設
予
定

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
事
務
所

（
市
役
所
地
下
１
階
）

　

☎
０
５
０
‐
８
０
０
２
‐
５
１
２
２

(

開
設
日
の
み
）

問
甲
州
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
☎
44
‐
２
６
１
２

要
予
約

要
予
約

無
料
・
要
予
約

要
予
約

要
予
約

要
予
約

予
約
不
要
・
無
料

予
約
不
要
・
無
料



広報こうしゅう25

：日付　 ：時間　 ：場所　 ：料金　 ：対象　 ：内容　 ：持ち物　㊡：休館　問：問合せ

第
20
回
山
梨
県
障
害
者
文
化
展

作
品
募
集

◦
募
集
期
間

　
７
月
14
日
（
金
）
～
25
日
（
火
）

県
内
に
居
住
す
る
在
宅
の
障
害
を
有
す

る
方

◦
作
品
内
容

　
手
芸
、
絵
画
、
書
道
、
文
芸
（
詩
、
俳

句
、
川
柳
、
作
文
な
ど
）、
工
芸
、
陶

芸
な
ど
の
作
品

※
お
一
人
一
作
品
ま
で
。

※
入
院
、
入
所
さ
れ
て
い
る
方
、
特
別
支

援
学
校
の
方
は
、
病
院
、
施
設
、
学
校

へ
の
申
し
込
み
と
な
り
ま
す
。

問
福
祉
課 

障
害
福
祉
担
当

　
☎
32
‐
５
０
６
７

◦
展
示
期
間

　
８
月
31
日
（
木
）
～
９
月
４
日
（
月
）

午
前
10
時
～
午
後
７
時

※
最
終
日
は
正
午
ま
で

山
交
百
貨
店　
５
階　
催
事
場

問
社
会
福
祉
法
人

　
山
梨
県
障
害
者
福
祉
協
会

　
☎
０
５
５
‐
２
５
２
‐
０
１
０
０

　
ＦＡＸ
０
５
５
‐
２
５
１
‐
３
３
４
４

戦
没
者
遺
児
に
よ
る

慰
霊
友
好
親
善
事
業

日
本
遺
族
会
で
は
、「
戦
没
者
遺
児
に

よ
る
慰
霊
友
好
親
善
事
業
」
の
参
加
者

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
同
事
業
は
、
厚
生
労
働
省
か
ら
委
託
・

補
助
を
受
け
実
施
し
て
お
り
、
先
の
大

戦
で
父
を
亡
く
し
た
戦
没
者
の
遺
児
を

対
象
と
し
て
、
父
の
戦
没
し
た
旧
戦
域

を
訪
れ
、慰
霊
追
悼
を
行
う
と
と
も
に
、

同
地
域
の
住
民
と
友
好
親
善
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
参
加
費
は
一
律
10
万
円
で
す
が
、
３
万

円
の
県
費
補
助
が
あ
り
ま
す
。

◦
実
施
地
域

　
次
の
地
域
で
実
施
予
定
で
す
。

　
旧
満
州
、
旧
ソ
連
、
モ
ン
ゴ
ル
、
西
部

ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
、
マ
リ
ア
ナ
諸
島
、
東

部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
、
ト
ラ
ッ
ク
・
パ
ラ

オ
諸
島
、
北
ボ
ル
ネ
オ・マ
レ
ー
半
島
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
、
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
、
ミ
ャ

ン
マ
ー
、
台
湾・バ
シ
ー
海
峡
、
中
国
、

ビ
ス
マ
ー
ク
諸
島
、
マ
ー
シ
ャ
ル
・
ギ

ル
バ
ー
ト
諸
島

問
一
般
財
団
法
人　
山
梨
県
遺
族
会

　
☎
０
５
５
‐
２
５
２
‐
７
６
６
４

介
護
慰
労
金
を
支
給
し
ま
す

寝
た
き
り
高
齢
者
、
ま
た
は
認
知
症
高

齢
者
を
在
宅
で
介
護
し
て
い
る
方
に
、

介
護
慰
労
金
を
支
給
し
ま
す
。

◦
対
象
者

・
市
内
在
住
の
介
護
者

・
平
成
29
年
４
月
１
日
か
ら
過
去
１
年
間

に
わ
た
り
、
寝
た
き
り
ま
た
は
認
知
症

で
あ
る
高
齢
者
と
同
居
し
て
お
り
、
介

護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て
い
な
か
っ

た
高
齢
者
を
、
１
年
間
を
通
し
て
常
時

介
護
し
た
介
護
者

※
年
間
１
週
間
程
度
の
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ

利
用
、
３
ヶ
月
以
内
の
入
院
は
、
常
時

介
護
し
て
き
た
も
の
と
み
な
し
ま
す
。

・
寝
た
き
り
高
齢
者

　
要
介
護
４・
５
ま
た
は
相
当
の
状
態
に

あ
る
高
齢
者

・
認
知
症
高
齢
者

　
次
の
①
と
②
の
両
方
の
条
件
を
満
た
す

高
齢
者

①
認
知
症
の
状
況

　
次
に
掲
げ
る
項
目
に
１
つ
以
上
該
当
す

る
こ
と
。

　
⑴
最
近
の
出
来
事
が
分
か
ら
な
い
。

　
⑵
時
々
自
分
の
部
屋
が
ど
こ
に
あ
る
か

分
か
ら
な
い
。

②
問
題
行
動
の
状
況

　
《
ａ
》の
項
目
に
１
つ
以
上
ま
た
は《
ｂ
》

の
項
目
に
２
つ
以
上
該
当
す
る
こ
と
。

《
ａ
》

　
⑴
他
人
に
暴
力
を
ふ
る
う

　
⑵
自
殺
を
図
る

　
⑶
火
を
常
に
も
て
あ
そ
ぶ

　
⑷
屋
外
を
あ
て
も
な
く
歩
き
ま
わ
る

　
⑸
い
つ
も
興
奮
し
て
い
る

　
⑹
夜
間
に
大
声
を
出
し
て
家
族
を
起
こ
す

　
⑺
糞
尿
を
も
て
あ
そ
ぶ

　
⑻
便
を
食
べ
て
し
ま
う

　
⑼
常
に
失
禁
し
て
し
ま
う

《
ｂ
》

　
⑴
乱
暴
な
ふ
る
ま
い
を
行
う

　
⑵
自
分
の
身
体
を
傷
つ
け
る

　
⑶
火
の
不
始
末
が
時
々
あ
る

　
⑷
家
の
中
を
あ
て
も
な
く
歩
き
ま
わ
る

　
⑸
し
ば
し
ば
興
奮
し
、
騒
ぎ
立
て
る

　
⑹
場
所
を
か
ま
わ
ず
放
尿
、
排
便
を
す
る

　
⑺
時
々
失
禁
す
る

◦
支
給
金
額

　
年
額
２
０
，
０
０
０
円

　
な
お
、
当
該
高
齢
者
が
寝
た
き
り
高
齢

者
お
よ
び
認
知
症
高
齢
者
の
い
ず
れ
に

も
該
当
す
る
場
合
は
、
寝
た
き
り
高
齢

者
の
み
に
該
当
す
る
も
の
と
し
ま
す
。

　
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
場
合
は
、
介
護

支
援
課
介
護
予
防
担
当
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

◦
申
込
期
間

　
７
月
１
日
（
土
）
～
８
月
31
日
（
木
）

問
介
護
支
援
課　
介
護
予
防
担
当

　
☎
34
‐
５
４
３
４

７
月
は
第
67
回
“
社
会
を
明
る

く
す
る
運
動
”
強
調
月
間
で
す

す
べ
て
の
国
民
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か

ら
力
を
合
わ
せ
て
、
犯
罪
や
非
行
の
な

い
安
心
・
安
全
な
地
域
社
会
を
築
こ
う

と
す
る
、
法
務
省
主
唱
に
よ
る
全
国
的

な
運
動
で
す
。

◦
今
年
の
行
動
目
標

①
犯
罪
や
非
行
の
な
い
安
全
・
安
心
な
地

域
社
会
を
築
く
た
め
の
取
組
み
を
進
め

よ
う

②
犯
罪
や
非
行
を
し
た
人
た
ち
の
立
ち
直

り
を
支
え
よ
う

　
こ
の
運
動
を
地
域
の
皆
さ
ん
に
理
解
し

て
い
た
だ
き
、連
携
を
深
め
る
た
め
に
、

“
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
”
甲
州
地

区
推
進
委
員
会
で
は
、７
月
３
日
（
月
）

に
市
内
で
広
報
活
動
を
行
い
ま
す
。

問
福
祉
課　
地
域
福
祉
担
当

　
☎
32
‐
５
０
２
７

７月３日（月）　
　～８月７日（月）

甲州市文化協会美術部（大
和）による作品を中心に展
示します。

※展示内容・期間につきましては、変更に
なる場合もあります。

Gallery市民ギャラリー
JR塩山駅南口
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東
山
梨
行
政
事
務
組
合

平
成
29
年
度
職
員
採
用
案
内

■
職
種
・
採
用
予
定
人
数

◦
消
防
職　
２
名
程
度

　
平
成
４
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
12
年
４

月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方
で
、
高
等

学
校
以
上
（
高
校
、
短
大
、
大
学
）
を

卒
業
し
た
方
お
よ
び
平
成
30
年
３
月
31

日
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
方

※
採
用
後
、
甲
州
市
お
よ
び
山
梨
市
に
居

住
し
て
い
る
者
ま
た
は
居
住
で
き
る
方

※
東
山
梨
消
防
本
部
で
は
、
男
女
の
区
別

は
な
く
使
命
感
を
持
っ
た
人
材
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

■
試
験
日

◦
第
１
次
試
験　
９
月
17
日
（
日
）

◦
第
２
次
試
験　
第
１
次
試
験
合
格
者
に

　
　
　
　
　
　
　
通
知

■
申
込
受
付
期
間

　
７
月
18
日
（
火
）
～
８
月
10
日
（
木
）

※
受
付
時
間
は
、
午
前
８
時
30
分
～
午
後

５
時
15
分
（
土
曜・日
曜・祝
日
を
除
く
）

■
採
用
試
験
案
内
お
よ
び
そ
の
他
の
資
格

要
件
等
の
詳
細
は
、
東
山
梨
行
政
事
務

組
合
総
務
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
東
山
梨
行
政
事
務
組
合

　
総
務
課　
庶
務
係

　
〒
４
０
４
‐
０
０
３
７

　
甲
州
市
塩
山
西
広
門
田
３
８
５

　
☎
32
‐
５
０
２
１

平
成
29
年
度

自
衛
官
等
募
集
案
内

■
募
集
種
目
・
受
付
期
間

○
航
空
学
生
（
男
子
・
女
子
）　

　
７
月
１
日
（
土
）

　
　
　
　
　
　
　
　
～
９
月
８
日
（
金
）

○
一
般
曹
候
補
生
（
男
子
・
女
子
）

　
７
月
１
日
（
土
）

　
　
　
　
　
　
　
　
～
９
月
８
日
（
金
）

○
自
衛
官
候
補
生
（
男
子
・
女
子
）

　
年
間
を
通
じ
て
行
っ
て
お
り
ま
す
。

○
防
衛
大
学
校
学
生
（
推
薦・総
合
選
抜・

一
般
前
期
・
一
般
後
期　
男
子
・
女
子
）

※
推
薦
／
総
合
選
抜

　
９
月
５
日
（
火
）
～
９
月
７
日
（
木
）

※
一
般
前
期

　
９
月
５
日
（
火
）
～
９
月
29
日
（
金
）

※
一
般
後
期

　
平
成
30
年
１
月
20
日
（
土
）

　
　
　
　
　
　
　
　
～
１
月
26
日
（
金
）

○
防
衛
医
科
大
学
校
医
学
科
学
生

　
９
月
５
日
（
火
）
～
９
月
29
日
（
金
）

○
防
衛
医
科
大
学
校
看
護
学
科
学
生

　
９
月
５
日
（
火
）
～
９
月
29
日
（
金
）

○
高
等
工
科
学
校
生
徒

　
（
推
薦
・
一
般
男
子
）

※
推
薦

　
11
月
１
日
（
水
）

　
　
　
　
　
　
　
　
～
12
月
１
日
（
金
）

※
一
般
男
子

　
11
月
１
日
（
水
）

　
　
　
　
～
平
成
30
年
１
月
９
日
（
火
）

○
貸
費
学
生
（
技
術
）

　
11
月
１
日
（
水
）

　
　
　
　
～
平
成
30
年
１
月
９
日
（
火
）

◦
そ
の
他

　
応
募
資
格
、
試
験
日
程
な
ど
詳
細
に
つ

い
て
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
自
衛
隊　
甲
府
募
集
案
内
所

　
☎
０
５
５
‐
２
２
８
‐
６
４
２
７

　
Ｕ
Ｒ
Ｌ

　

http://w
w

w
.m

od.go.jp/pco/
yam

anashi/

プ
ラ
ネ
ッ
ト
／ 

ダ
ン
ビ
ラ
ム
ー
チ
ョ
／

ぴ
っ
か
り
高
木
と
い
し
い
そ
う
た
ろ
う

全
席
指
定

　
前
売
り
券　
２
，
０
０
０
円　

　
当
日
券　
　
２
，
５
０
０
円

◦
入
場
券
販
売
開
始

７
月
８
日
（
土
）　

午
前
９
時
～

甲
州
市
民
文
化
会
館　
窓
口

※
午
前
９
時
～
午
後
５
時
（
月
曜
・
祝
日

は
休
館
）

問
甲
州
市
民
文
化
会
館

　
☎
32
‐
１
４
１
１

第
14
回
上
条
集
落
見
学
会

第
14
回
目
を
迎
え
る
見
学
会
は
、
上
条

集
落
を
一
望
で
き
る
地
点
へ
の
登
山
で

す
。
新
緑
の
山
々
と
相
ま
っ
た
素
晴
ら

し
い
景
色
を
見
て
み
ま
せ
ん
か
。
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

７
月
23
日
（
日
）

午
前
８
時
30
分
～
午
後
１
時
頃

福
蔵
院
駐
車
場
（
集
合
）

無
料
（
別
途
保
険
料
２
０
０
円
程
度
）

※
昼
食
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

※
登
山
で
き
る
服
装
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

※
途
中
急
な
山
道
が
あ
り
ま
す
の
で
、
体
力

に
自
信
が
な
い
方
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

※
荒
天
の
場
合
、
登
山
を
中
止
し
、
集
落

見
学
会
に
変
更
し
ま
す
。

◦
締
切
日　
７
月
18
日
（
火
）

◦
申
込
方
法

　
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
、
氏
名・住
所・

電
話
番
号
・
生
年
月
日
を
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

問
文
化
財
課

　
☎
32
‐
５
０
７
６　
ＦＡＸ
32
‐
５
１
７
２

「
わ
が
家
の
レ
シ
ピ
」
募
集

高
齢
者
の
健
康
維
持
に
つ
な
が
る
、
家

庭
で
の
伝
統
料
理
や
オ
リ
ジ
ナ
ル
料
理

の
レ
シ
ピ
を
募
集
し
ま
す
。

山
梨
県
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
被
保

険
者
の
方
、
も
し
く
は
山
梨
県
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
の
被
保
険
者
の
方
と
同

一
世
帯
の
方

◦
応
募
期
間

　
７
月
３
日
（
月
）
～
８
月
31
日
（
木
）

必
着

◦
応
募
方
法

　
専
用
の
応
募
用
紙
（
市
役
所
国
保
年
金

課
窓
口
に
用
意
し
て
い
ま
す
）
に
必
要

事
項
を
記
入
の
う
え
、
応
募
作
品
の
写

真
（
１
人
前
）
を
添
付
し
て
郵
送
で
応

募
し
て
く
だ
さ
い
。

◦
表
彰
内
容

　

２
点
（
最
優
秀
賞
１
名
：
１
万
円
相
当

賞
品
、優
秀
賞
１
名：５
千
円
相
当
賞
品
）

問
山
梨
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

　
総
務
課

　
〒
４
０
０
‐
８
５
８
７

　
甲
府
市
蓬
沢
一
丁
目
15
番
35
号

　
山
梨
県
自
治
会
館　
２
階

　
☎
０
５
５
‐
２
３
６
‐
５
６
７
１

甲
州
市
ふ
る
さ
と
劇
団
公
演

＆
よ
し
も
と
お
笑
い
公
演

９
月
10
日
（
日
）

午
後
５
時
30
分　
開
演

甲
州
市
民
文
化
会
館　
ホ
ー
ル

◦
出
演
者

　
タ
カ
ア
ン
ド
ト
シ
／
と
に
か
く
明
る
い

安
村
／
ジ
ョ
イ
マ
ン
／
チ
ョ
コ
レ
ー
ト

要
申
込
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武
田
家
の
聖
地
フ
ッ
ト
パ
ス
ツ
ア
ー

「
武
田
四
郎
勝
頼
公
が
目
指
し
た
道
」

土
屋
惣
蔵
片
手
千
人
切
碑
、
栖
雲
寺
、

竜
門
峡
、
景
徳
院
な
ど
を
巡
り
ま
す
。

７
月
22
日
（
土
）

午
前
８
時
30
分
～
（
受
付
）

市
役
所　
大
和
支
所
（
集
合
）

飲
み
物
・
タ
オ
ル
・
帽
子
・
雨
具
・
運

動
靴
・
登
山
杖
（
任
意
）

※
歩
き
や
す
い
服
装
で
ご
参
加
く
だ
さ
い

◦
定
員　
25
名

◦
締
切
日　
７
月
18
日
（
火
）

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

問
観
光
交
流
課　
交
流
イ
ベ
ン
ト
担
当

　
☎
32
‐
１
０
０
０

市
民
農
園（
一
葉
や
さ
い
文
学
園
）

利
用
者
募
集

農
作
業
を
通
じ
、
お
い
し
い
野
菜
を

作
っ
て
み
た
い
方
は
、
ぜ
ひ
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

◦
募
集
要
項

使
用
料
（
年
額
）

　
区
画
面
積
32
㎡　
３
，
８
８
０
円

　
区
画
面
積
40
㎡　
５
，
１
８
０
円

※
使
用
料
は
月
割
り
計
算
し
ま
す
。

◦
申
込
方
法

　
産
業
振
興
課
で
申
請
用
紙
を
記
入
し
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。（
印
鑑
を
ご
持
参

く
だ
さ
い
。）

※
区
画
の
空
き
状
況
等
は
お
問
合
せ
く
だ

さ
い
。
申
請
用
紙
は
、
市
Ｈ
Ｐ
か
ら
も

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

問
産
業
振
興
課　
農
地
担
当

　
☎
32
‐
２
１
１
１（
内
２
８
５・２
８
６
）

第
８
回
甘
草
に
関
す
る
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム　
～
薬
用
植
物
の
国
内

栽
培
を
目
指
し
て
～

７
月
15
日
（
土
）

午
後
１
時
～

甲
州
市
民
文
化
会
館　
ホ
ー
ル

２
，
０
０
０
円
（
市
民
は
無
料
）

※
要
旨
集
購
入
の
場
合
は
１
，
０
０
０
円

と
な
り
ま
す
。

問
産
業
振
興
課　
商
工
担
当

　
☎
32
‐
５
０
９
２

サ
マ
ー
チ
ャ
レ
ン
ジ
２
０
１
７

川
あ
る
～
き　
探
検
地
は
、日
川
！

自
然
づ
く
り
・
環
境
づ
く
り
・
人
づ
く

り
！
川
は
私
た
ち
が
住
む
ま
ち
の
財
産

だ
！
水
中
生
物
採
取
・
植
物
採
取
・
水

質
調
査
等

８
月
５
日
（
土
）

午
前
９
時
～
正
午

※
雨
天
中
止

日
川
（
ぶ
ど
う
橋
周
辺
）

※
市
で
用
意
す
る
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を

着
用
し
て
活
動
し
ま
す
。

市
内
在
住
の
小
学
生
以
上
の
方

※
小
学
校
３
年
生
以
下
の
児
童
は
保
護
者

同
伴
の
参
加
で
お
願
い
し
ま
す
。

◦
定
員　
40
名

◦
締
切
日　
７
月
28
日
（
金
）

※
定
員
に
な
り
次
第
終
了
し
ま
す
。

◦
申
込
方
法

　
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
、メ
ー
ル
で
氏
名
、住
所
、

年
齢
（
学
校
・
学
年
）、
連
絡
先
、
植
物
等
の

ア
レ
ル
ギ
ー
の
有
無
を
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
都
市
整
備
課　
計
画
指
導
・
景
観
担
当

　
☎
32
‐
５
０
７
２　
ＦＡＸ
32
‐
５
０
７
９

　
otoshiseibi@

city.koshu.lg.jp

玉
宮　
桃
狩
フ
ッ
ト
パ
ス

向
嶽
寺
開
山
、
抜
隊
禅
師
ゆ
か
り
の
四

つ
石
を
巡
り
、
完
熟
桃
を
味
わ
お
う
。

７
月
22
日（
土
）
午
前
９
時
～（
受
付
）

玉
宮
ざ
ぜ
ん
草
公
園
駐
車
場
（
塩
山
平

沢
２
２
５
付
近
）

◦
定
員　
20
名

１
，０
０
０
円
（
保
険
料
、ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
、
お
土
産
の
桃
２
個
含
む
）

◦
申
込
方
法　
つ
な
ぐ
イ
ベ
ン
ト
係
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
玉
宮
フ
ッ
ト
パ
ス
の
会

　
☎
０
９
０
‐
７
７
１
８
‐
６
９
８
７

　
つ
な
ぐ
イ
ベ
ン
ト
係
（
申
し
込
み
）

　
☎
０
８
０
‐
１
２
２
３
‐
８
３
０
２

釈
迦
堂
遺
跡
博
物
館
だ
よ
り

企
画
展
【
釈
迦
堂
Ｊ
ｏ
ｍ
ｏ
ｎ
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
】
Ｖ
ｏ
ｌ
．
Ⅲ

釈
迦
堂
遺
跡
出
土
品
５
５
９
９
点
の
重

要
文
化
財
か
ら
選
り
す
ぐ
っ
た
縄
文
土

器
を
展
示
し
ま
す
。

７
月
15
日
（
土
）
～
９
月
４
日
（
月
）

企
画
展
示
室

夏
休
み
体
験
イ
ベ
ン
ト
①

　
「
ど
ぐ
う
を
作
ろ
う
！
」（
要
予
約
）

７
月
22
日
（
土
）
～
８
月
27
日
（
日
）

終
日
（
製
作
時
間
・
約
50
分
）

２
０
０
円

※
体
験
希
望
日
の
１
週
間
前
ま
で
に
ご
予

約
く
だ
さ
い
。
製
作
し
た
ど
ぐ
う
は
持

ち
帰
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

夏
休
み
体
験
イ
ベ
ン
ト
②

　
「
ど
ん
ぐ
り
ク
ッ
キ
ー
を
作
っ
て
み
よ

う
！
」

７
月
29
日
（
土
）

午
前
10
時
～

２
０
０
円

◦
定
員　
30
名

夏
休
み
自
由
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

毎
年
、
ア
イ
メ
ッ
セ
山
梨
で
開
催
さ
れ

て
い
る
「
博
物
館
を
利
用
し
た
夏
休
み

自
由
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
今
年
も

参
加
し
ま
す
。
県
内
の
博
物
館
や
美
術

館
が
自
由
研
究
の
テ
ー
マ
を
提
供
す
る

イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　
釈
迦
堂
博
物
館
で
は
、
ミ
ニ
土
偶
を
作

成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

７
月
17
日
（
祝
・
月
）

午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

ア
イ
メ
ッ
セ
山
梨

問
釈
迦
堂
遺
跡
博
物
館

　
☎
47
‐
３
３
３
３

甲
州
市
景
観
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

第
２
回
入
賞
作
品
展

「
甲
州
市
景
観
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
」

に
お
い
て
審
査
さ
れ
た
19
点
の
入
賞
作

品
展
を
開
催
し
ま
す
。

７
月
12
日
（
水
）
〜
24
日
（
月
）

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

市
役
所
本
庁
舎　
１
階

　
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

問
都
市
整
備
課　
景
観
指
導
・
景
観
担
当

　
☎
32
‐
５
０
７
２

無
料
・
要
申
込

要
申
込

無
料
・
要
申
込
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　　イベント　　講座・募集　　介護・福祉　　健康　　保険・税　　お知らせ　　

「
甲
州
市
出
前
講
座
」

を
ご
利
用
く
だ
さ
い

市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
市
役
所
の

業
務
内
容
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
い

た
だ
き
、
市
民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
て
い
く
た
め
、「
甲
州
市
出
前
講

座
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

市
内
在
住
、
在
勤
ま
た
は
在
学
し
て
い

る
10
名
以
上
の
方
で
構
成
さ
れ
た
団

体
、
グ
ル
ー
プ
等

◦
利
用
方
法

　
実
施
予
定
日
の
３
週
間
前
ま
で
に
「
甲

州
市
出
前
講
座
利
用
申
込
書
」
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。（
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。）

問
生
涯
学
習
課 

社
会
教
育
担
当

　
（
甲
州
市
民
文
化
会
館
内
）

　
☎
32
‐
５
０
９
７　

山
梨
の
作
家
展
と

エ
ミ
ュ
ー
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展

７
月
１
日
（
土
）
～
31
日
（
月
）

午
前
９
時
～
午
後
５
時

勝
沼
ぶ
ど
う
の
丘　
美
術
館

◦
主
催　
ア
ー
ト
ハ
ウ
ス
エ
ミ
ュ
ー

※
勝
沼
ぶ
ど
う
の
丘
美
術
館
で
は
、
作
品
を

展
示
す
る
方
を
随
時
、
募
集
し
て
い
ま

す
。
作
品
発
表
の
場
を
探
し
て
い
る
サ
ー

ク
ル
や
個
展
を
開
き
た
い
方
は
、
ぶ
ど
う

の
丘
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
美
術
館
喫
茶
室
】

　
美
術
館
に
は
、喫
茶
ス
ペ
ー
ス
も
併
設
。

　
ぶ
ど
う
の
丘
オ
リ
ジ
ナ
ル
タ
ル
ト
や
あ

ん
み
つ
、
軽
食
や
甲
州
市
産
ワ
イ
ン
を

ご
用
意
し
て
い
ま
す
。

◦
喫
茶
店
営
業
時
間

　
午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

問
勝
沼
ぶ
ど
う
の
丘　
☎
44
‐
２
１
１
１

◎児童福祉へ
　図書館友の会　さま
◎教育関係事業へ
　萩原　健児　さま

仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・
バランス）実現のためのシンボルマーク（内閣府）

男み
ん
な女
で
環わ

に
な
り
笑
顔
の
甲
州
市

甲
州
市
男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会

◆
◆
◆
樋
口
一
葉
は
男
女
共
同
参
画
の
先
駆
け
◆
◆
◆

　
劇
作
家
の
井
上
ひ
さ
し
は
戯
曲
「
頭
痛
肩
こ
り
樋
口
一
葉
」
の
中
で
一
葉

の
姿
を
、「
男
性
中
心
の
時
代
に
筆
一
本
で
身
を
た
て
よ
う
と
し
た
」
勇
気
あ

る
女
性
、
と
し
て
描
い
た
。
糸
桜
で
有
名
な
慈
雲
寺
の
境
内
に
、
森
鴎
外
ら

明
治
の
文
豪
が
名
を
連
ね
た
一
葉
顕
彰
碑
（
け
ん
し
ょ
う
ひ
）
が
建
っ
て
い

る
。
薄
倖
（
は
っ
こ
う
）、
病
弱
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
一
葉
で
あ
る
が
、
文

壇
に
お
い
て
女
性
も
男
性
に
比
肩
で
き
る
こ
と
を
証
明
し
た
の
で
あ
る
。
現

代
で
も
「
性
的
役
割
分
業
の
考
え
方
は
永
久
凍
土
」
と
揶
揄
（
や
ゆ
）
さ
れ

る
日
本
。
男
尊
女
卑
の
思
想
が
支
配
的
な
明
治
時
代
に
あ
っ
て
、
女
性
活
躍

の
新
た
な
地
平
を
切
り
開
い
た
一
葉
は
、男
女
共
同
参
画
の
先
駆
け
で
あ
る
。

第
12
回
甲
州
市
ゴ
ル
フ
選
手
権
大
会
兼

第
70
回
山
梨
県
体
育
祭
り
選
考
会
結
果

５
月
24
日
、
境
川
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

で
第
12
回
甲
州
市
ゴ
ル
フ
選
手
権
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
今
大
会
に
は
23
名
の

市
民
が
エ
ン
ト
リ
ー
し
、
日
頃
の
練
習

の
成
果
を
コ
ー
ス
上
で
発
揮
し
て
い
ま

し
た
。
な
お
、
大
会
結
果
は
次
の
と
お

り
で
す
。（
敬
称
略
）

　
優　
勝　
文
殊
川　
聖

　
準
優
勝　
楠　
明
治

　
第
三
位　
平
山　
平

問
生
涯
学
習
課　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
担
当

　
☎
32
‐
５
０
９
８

シ
ニ
ア
の
方
の
「
就
職
」
応
援

就
職
を
希
望
す
る
55
歳
以
上
で
、
県
内

在
住
の
方

厚
生
労
働
省
山
梨
労
働
局
委
託
事
業

【
高
齢
者
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
・
就
職
促
進

事
業
】

　
再
就
職
に
必
要
な
技
能
を
身
に
つ
け
ま

せ
ん
か
。

◦
調
理
ス
タ
ッ
フ
講
習
（
12
月
）

※
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求
職
登
録
が
必
要
で

す
。

問
日
建
学
院
山
梨
校

　
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
事
業
係

　
☎
０
５
５
‐
２
６
３
‐
５
１
０
０

公益財団法人山梨県市町村振興協会
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：日付　 ：時間　 ：場所　 ：料金　 ：対象　 ：内容　 ：持ち物　㊡：休館　問：問合せ

結婚相談所主催
「出会Ｄｉｎｎｅｒ会」

～キレイな夜景と素敵な出会い～

８月２６日（土）
午後６時～
勝沼ぶどうの丘
男女各１０名（最小開催人数各５名）

　男性：２５～４８歳の独身者
　女性：独身者
　（応募者多数の場合は登録者、市内在住・

在勤者を優先）
当日徴収　２，０００円

※アルコールの提供はありません
※８月１０日（木）までに電話でお申込み

ください。
問甲州市結婚相談所事務局
　（政策秘書課　地域創生推進室内）
　☎３２ ‐ ５０３７

『甲州ワインビーフの豪華ＢＢＱ』
　　　　　　　　　　　　ｄｅ恋活
～溶岩プレートで地元の旬な食材と素敵な夜景と・・・～

７月１６日（日）　 午後４時４５分～（受付）
勝沼ぶどうの丘
男女各１０名程度

　おおよそ２０代後半から３０代の独身者
※応募者多数の場合は抽選（在住者を優先）

当日徴収
　男性　市内在住者　４，０００円　（市外は５，０００円）
　女性　市内在住者　２，０００円　（市外は３，０００円）
◦申込方法
　 下 記 QR コ ー ド、E-Mail（wincere2013@gmail.com）

でお申し込みください。
　（メールの場合、氏名、生年月日、電話番号、性別、お住

まいの市町村を明記してください）

問山梨恋活コミュニティ
　ホームページ　http://www.wincere2012.com/
　☎０９０ ‐ ４５９７ ‐ ９９１５（入倉）

農地は貴重な財産です。
～農地中間管理事業を
活用しませんか～

☆農地を有効活用するための、新し
い仕組みです。

☆新しい仕組みは、「農地中間管理
事業」です。公的機関なので安心
です。

☆農業のリタイアを考えている方、
相続される方は家族で話し合い、
早めの対策を考えましょう。

「農地中間管理事業」の仕組み

農地を
貸したい方

・農業をやめた
い場合

・耕作面積を縮
小したい場合

・耕作放棄地な
ど利用してい
ない農地があ
る場合

・農地を相続し
たが、農業が
できない場合

　　　　　など

○必要な場合は、使い勝手の良い農地へ整備し、貸し付けます。
○条件によっては、お借りできない農地もありますので、ご承知ください。

農地を
借りたい方

・農業経営の規
模拡大をした
い場合

・新規に就農を
したい場合

・近くの農地を
貸してほしい
が、遊休農地
となっていて
困っている場
合　など

山梨県
農地中間
管理機構

（山梨県農業振興公社）

↑
スマートフォン等

モバイルは
こちらから！

貸
付

貸
付

（
出
し
手
）

（
受
け
手
）

○中間管理機構を通して農地の貸し借りを行った場合には、協力金が支払
われるケースもあります。詳しい内容は、産業振興課農地担当までお問
い合わせください。

◆お問い合わせ先　甲州市農業委員会事務局（産業振興課　農地担当）
　☎３２ ‐ ２１１１（内２８５・２８６）

（婚活・恋活）イベント

お申し込みは
こちらから

出会い
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koshu
child
smile

子育て応援情報

♪ピアノの魅力再発見♪
ピアノ試奏会
コンサートピアノ『スタンウェイ』を自由に弾くこと

ができる試奏会を開催します。ピアノの音色とホー
ルの臨場感を味わってみませんか。
７月８日 ( 土）・９日 ( 日 )・２２日（土）・２３日 ( 日 )
午前９時～午後４時（５０分間単位・先着順）
小学生以上でピアノ演奏ができる方（１８歳未満は
保護者同伴）
問大和ふるさと会館　☎４８ ‐ ２９２１

児童センターイベント【無料】

○塩山南児童センター○
　ベビースキンケア講座
　「夏に気になる肌トラブル対策」

７月６日（木）　 午前１０時３０分～
筆記用具・バスタオル
問塩山南児童センター　☎３３ ‐ ７９００

○東雲ふれあい親子館○
　ベビーマッサージ
　～マッサージしながら親子でゆっくり肌の触れ合い

を楽しもう～
７月１１日（火）　 午前１０時３０分～
バスタオル
問東雲ふれあい親子館　☎４４ ‐ ３７２３

第１１回 甲州市 子ども写生大会

７月２９日（土） 午前８時３０分～（受付）
甲州中央防災広場「塩むすび」
写生道具（クレヨン・クレパス・水彩用具・画板）、
日よけの帽子、水筒、座るためのシート

※画用紙は、文化協会で用意します。
市内在住の小中学校の児童・生徒

〇その他
※事前申し込みは不要です。当日現地に集合してくだ

さい。
※雨天の場合は中止となります。
※作品は、７月３０日 ( 日 ) ～８月１８日 ( 金 ) まで、

甲州市民文化会館１階ロビーで展示します。
問甲州市文化協会　美術部
　☎３３ ‐ ４３２９（廣瀬）

甲州市ワイン文化課外学習会
市内小中学生向け「ワインツーリズム」

８月７日（月） 午前９時～午後１時
〇講師
・三森　哲也　氏（宮光園施設長）
　「ブドウとワインづくりの歴史を知ろう」
・小池　あゆみ　氏　（市職員・栄養士）
　「家族そろってご飯を食べることの大切さを知ろう」
・五味　丈美　氏（ソムリエ）
　「食べ物とワインの関係を知ろう」

市内小中学生（小学校４年生以上）およびその保護
者（児童のみの参加も可能としますが、保護者の送
迎を必須とさせていただきます）

〇定員　２０名（先着順）
宮光園（集合）、ビストロ・ミル・プランタン（解散）

※宮光園からビストロ・ミル・プランタン間はスタッ
フとともに徒歩で移動します。
１人　１，０００円（飲食費および保険代）

〇申込方法
　電話または、メール（sangyou@city.koshu.lg.jp）
　でお申し込みください。
〇その他
　料理は、コース形式となります。受け付けの際にメ

インディッシュを選択（ビーフ、ポーク、フィッシュ）
していただきます。アレルギー等がある方はお伝え
ください。

問産業振興課　ワイン振興室
　☎３２ ‐ ２１１１（内２８８）

ひとり親家庭医療費助成を
受けている皆さんへ

毎年８月は『ひとり親家庭医療費受給資格更新申請
書』の提出が必要です。これは、ひとり親家庭医療
費助成を受けている方、全員に義務付けられていま
す。該当する方には、７月下旬に郵送します。

　なお、未提出の場合、平成２９年９月以降の更新が
できません。忘れずに子育て支援課まで必ず本人が
提出してください。

問子育て支援課　児童福祉担当
　☎３２ ‐ ５０８１

児童扶養手当を
受給している皆さんへ

毎年８月は『児童扶養手当現況届』の提出が必要です。
　これは、児童扶養手当を受給している方、全員に義

務付けられています。該当する方には、通知文と現
況届を７月下旬に順次郵送します。未提出の場合、
平成２９年８月分以降の手当の支給が停止されます。
忘れずに子育て支援課まで必ず本人が提出してくだ
さい。また、手当受給開始（事由発生日）から５年
以上経過された方については、『一部支給停止適用除
外事由届出書』の提出も必要となります。該当者に
は７月上旬に郵送いたしますので、現況届と一緒に
提出をお願いします。届出がない場合、８月以降の
手当の支給が半額になりますので、ご注意ください。

問子育て支援課　児童福祉担当
　☎３２ ‐ ５０８１
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◆夏休み期間のご利用に向けてのお願い
　夏休み期間は、図書館の利用がたいへん多くなりま
す。お互いが気持ちよく図書館を利用できるよう、ご
協力をお願いします。
◎市内の図書館を利用するには
　ご本人の「利用カード」が必要となります。
◎カードはご家族での共有は出来ません。
◎利用カードが必要な事
▪図書館の本や雑誌、ビデオ・ＤＶＤを借りる
▪図書館の中でビデオ・
　ＤＶＤをみる
▪図書館の中でインター
　ネットを利用する
▪学習席の利用

◆勝沼図書館夏休み工作教室
　『作ろう！インディアン・ティピー！』
■日時　７月２３日（日）午後２時～
■場所　勝沼図書館
■定員　１０名
■対象　小学生
■受付　７月１日（土）午前１０時〜

◆勝沼図書館　おばけ図書館
■日時　８月６日（日）午後７時～８時　　
■場所　勝沼図書館　
■定員　２０名（小学生以上・保護者同伴）
■内容　夜の図書館探検とこわーい話
■受付　７月９日（日）午前１０時〜

◆甘草屋敷子ども図書館第５４回企画展
　『学校ななふしぎ』絵本原画展
■会期　７月１日（土）～１０月１日（日）
■場所　甘草屋敷子ども図書館
■内容　おなじみの学校おばけたちが登場する、大人
でもこわ～い絵本『学校ななふしぎ』（斉藤洋／作　
山本孝／絵　偕成社）の原画展です。あわせて「あな
たの学校の七不思議」も募集しています。小学生から
大人まで、皆さんのご来館をお待ちしています♪

◆甘草屋敷子ども図書館読み聞かせボランティア
　絵本くらぶ「ちびっこお話会」スペシャル！
　今年７月で結成１５周年を迎える、読み聞かせボラ
ンティア絵本くらぶのお話会をスペシャルな内容で
お届けします。
　親子で一緒に遊びに来てください♪
■日時　７月５日（水）午前１０時３０分～
　　　　（７月１９日（水）は通常お話会）
■場所　甘草屋敷子ども図書館
■対象　乳幼児・親子

◆知的書評合戦ビブリオバトルＩＮ塩山⑭
■日時　８月２６日（土）午後５時３０分～
■場所　塩山図書館
■発表者５名募集中！お申し込みは塩山図書館まで
※観戦の申し込みは必要ありません。
　当日時間までにお集まりください。
　６月に行われた第１３回大会のチャンプ本は『ピク
トさんの本』でした。チャンプ本とその他紹介された
本は、塩山図書館で展示しています。

★お問い合わせ先★
　勝沼図書館	 ☎４４‐３７４６
　塩山図書館	 ☎３２‐１５０５
　大和図書館	 ☎４８‐２９２１
　甘草屋敷子ども図書館	 ☎３３‐５９２６

図書館ＨＰ　http://www.lib -koshu.jp/

としょかん
つうしん

　アルコールは少量でも運転に必要な慎重
さや冷静さを失わせ的確な運転操作に重大
な影響を与え、死亡事故等重大な事故を引
き起こす原因ともなります。

【酒酔い運転】
　・５年以下の懲役または１００万円以下の罰金
　・違反点数３５点（初めての処分でも取り消し３年）　

【酒気帯び運転】
　・３年以下の懲役または５０万円以下の罰金
　・違反点数は１３点または２５点（アルコール濃度による）

　アルコールの影響により正常な運転が困難な状態で交通事故を起
こし、人を死傷させた場合は、 「自動車の運転により、人を死傷させ
る行為等の処罰に関する法律」 の危険運転致死傷罪により、最長で
２０年の懲役になるなど、厳しく処罰されます。酒酔い運転は自転車
でも処罰の対象となりますし、車を運転する人にお酒を勧めたり、車
を提供した場合等も処罰されますので絶対にやめましょう。安全で住
みよい社会を築くためにも飲酒運転を社会から追放しましょう！

飲酒運転は
　やめましょう!

さらに‥‥

　日下部警察署では国道２０号、１４０号、
４１１号等の幹線道路を中心とした速度取締を
実施しています。
　また、飲酒運転根絶のために夜間における飲
酒検問を強力に推進しています。

飲酒運転を
“しない”“させない”“ゆるさない”

みんなの心がけで
悲しい交通事故を
なくそう！



◆お申し込み・お問合せ
　政策秘書課　秘書・広聴広報担当　TEL32-5063
　ホームページアドレス http://www.city.koshu.yamanashi.jp
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姫ちゃん（６ヶ月）

　　 結
ゆい

愛ちゃん（６ヶ月）

いつも可愛い笑顔をありがとう。
双子という奇跡を大事に仲良く元
気に大きくなってね☆★

父・純さん、母・裕子さん
（下塩後）

わが家のスター
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人口と世帯 （２０１７．６．１現在）
（　）内は前月比 人口 ３２，５８０人（−３２）　男 １５，７５７（−２４）　女 １６，８２３人（−８）　世帯数 １３，２０２世帯（±０）
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今
こんた

田 　樹
いつき

くん（５ヶ月）

どんどん大きくなる樹。樹のおか
げで、毎日が楽しいよ。これから
もすくすく成長してね。

父・雄さん、母・裕美さん
（下於曽）

◇お申し込み・お問い合わせ先◇

策秘書課 秘書・広聴広報担当

　☎３２－５０６３

メール info@koshu.yamanashi.jp

わが家のスター
お子さんの笑顔写真

大 募 集

政策秘書課 秘書・広聴広報担当
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ミナト瓦工業
塩山下於曽399-10  ＴＥＬ0553-32-1447

甲州市商工会会員

各種屋根工事各種屋根工事
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塩 沢 林 々

塩山西広門田 47 4

090‐3319‐0653

大きくなりすぎた木

致します !
伐採

お気軽にご相談ください！


